
 

 

防災訓練実施結果報告書 
 

 
東安防発第２号

２０２４年５月３１日

   原子力規制委員会  殿 

    

                                              報告者 

                                                住所 東京都台東区上野５丁目２番１号 

                                                氏名 日本原子力発電株式会社 
                                                            取締役社長  村松 衛 
                                           

  防災訓練の実施の結果について，原子力災害対策特別措置法第 13 条の 2 第 1 項の規定に基づ

き報告します。 

原子力事業所の名称及び

場所 
東海発電所 
茨城県那珂郡東海村大字白方１番の１ 

防災訓練実施年月日 ２０２４年２月１３日， 

２０２４年２月１４日 
２０２４年３月８日 

２０２３年４月１日～ 

２０２４年３月３１日 

防災訓練のために想定し

た原子力災害の概要 

(第１部訓練) 

地震の影響を受け，管

理区域内での放射性物質

を含む廃液の漏えい，負

傷者の発生を想定 

(第２部訓練) 

Ｌ１輸送容器構内運搬

中において，地震の影響

を受け，Ｌ１輸送容器運

搬車横転火災事象に伴う

管理区域外放射線の検出

により，原子力災害対策

特別措置法第１５条事象

に至る原子力災害を想定 

別紙２のとおり 

防災訓練の項目 総合訓練 要素訓練 要素訓練 

防災訓練の内容 

(1)本部運営訓練 

(2)通報連絡訓練 

(3)緊急時環境モニタリ

ング訓練 

(4)発電所退避者誘導 

訓練 

(5)原子力災害医療訓練 

(6)その他必要と認めら

れる訓練 

(1)本部運営訓練 

(2)通報連絡訓練 

(3)その他必要と認められ

る訓練 

【発電所】 

(1)本部運営訓練 

(2)通報連絡訓練 

(3)緊急時環境モニタリ

ング訓練 

(4)原子力災害医療訓練 

(5)その他必要と認めら

れる訓練 

【本店】 

(1)その他必要と認めら

れる訓練 

防災訓練の結果の概要 別紙１のとおり 別紙１のとおり 別紙２のとおり 

今後の原子力災害対策に

向けた改善点 
別紙１のとおり 別紙１のとおり 別紙２のとおり 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



別紙１

 

防災訓練の結果の概要（総合訓練） 

 

本訓練は，「東海発電所原子力事業者防災業務計画 第２章 第７節」に基づき実施するものである。 

 

≪東海発電所１部≫ 

１．訓練の確認項目 

（１）訓練目的 

本訓練は，東海発電所原子力事業者防災業務計画に基づき，原子力災害発生時において，発電所本

部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が各々の役割を認識し連携することで，原

子力防災組織が有効に機能することの確認を目的とする。 

また，２０２２年度の訓練結果を踏まえた課題に対する改善事項の有効性を確認する。 

  なお，本訓練では，同一地域複数事業所同時発災を想定した訓練として，日本原子力研究開発機構核

燃料サイクル工学研究所と連携した訓練を実施する。 

 

（２）訓練目標及び主な検証項目 

①事象が長期化した場合における要員交代を想定し，交代前後の要員が各役割を遂行して事態対処に向

けた意思決定及び基本的な事故対応ができること。 

  ＜主な検証項目＞ 

ａ.発電所本部要員（交代後）は，活動開始前にブリーフィングを行い，これまでの事故・プラント状

況，現在の活動状況及び今後の対応方針を把握できる。 

ｂ.発電所本部要員（交代後）は，可搬型代替注水設備を用いた使用済燃料プールへの注水戦略立案及

び非常用ディーゼル発電機３台喪失後の事故収束対応戦略の見直しができる。 

［訓練２日目：本部運営訓練（発電所）］ 

②住民防護に係る実動対応ができること。 

＜主な検証項目＞ 

ａ.自治体から住民避難行動に係る支援要請を受けたことを想定し，原子力事業所災害対策支援拠点の

支援要員は，要配慮者の体調に配慮した福祉車両での搬送ができる。 

［訓練１日目：原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練］ 

③関係機関と連携した発電所の支援活動ができること。 

  ＜主な検証項目＞ 

ａ.自衛消防隊は，公設消防に対して以下の事項を共有することで迅速かつ的確な消防活動ができる。 

（ａ）自衛消防隊は，隊員の活動状況及び消火対応の内容等を火災進展に応じ，公設消防に適宜共有

できる。 

（ｂ）発電所本部は原子力災害が発生している状況で環境放射線量の変化，放射性物質の放出の可能

性等について自衛消防隊現場指揮所を通じて公設消防と共有できる。 

［訓練１日目：本部運営訓練（発電所）］ 

④隣接事業所同時発災を踏まえた情報連携及び事故収束活動ができること。 

＜主な検証項目＞ 

ａ.発電所本部は，核燃料サイクル工学研究所（以下，「核サ研」という。）との連絡体制確立後，核サ

研の事故状況を本部内に共有できる。 
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ｂ.発電所本部は，核サ研のモニタリングポスト（以下，「ＭＰ」という。）指示値上昇の情報（ＳＥ０

１，ＧＥ０１）を入手した際に，発電所のＭＰ指示値を確認することで，核サ研で発生した事象が

発電所事故収束活動に与える影響有無を確認できる。 

[訓練１日目：本部運営訓練（発電所）] 

ｃ.本店ＥＲＣ対応班は，緊急情報を入手した場合，日本原子力研究開発機構（以下，「機構」とい

う。）対策本部即応センターが発話中であっても緊急情報として直ちに割り込んで発話できる。 

  [訓練１日目：ＥＲＣ対応訓練（本店）] 

⑤改善事項に対する改善策が有効に機能していること。 

＜主な検証項目＞ 

ａ.本店庶務班は，本店警戒本部設置後，本店総合災害対策本部設置後において，新たに整備した「庶

務班対応リスト（外部連絡先）」に基づき，外部への情報発信対応ができる。 

［訓練１日目：本部運営訓練（本店）］ 

ｂ.本店プレスセンターは，本店本部で収集している発電所情報（時系列）について，新たに設置した

Ｗｅｂ会議システムを活用して，発電所の最新情報を把握できる。 

［訓練１日目：広報対応訓練］ 

ｃ.発電所本部及び水源確保指揮者は，手順（案）に基づき，プラント状況変化の都度，情報連携がで

きる。 

［訓練２日目：全交流電源喪失対応訓練］ 

２．実施日時及び対象施設 

（１）実施日時 

  【第１部訓練】訓練１日目 ２０２４年 ２月１３日（火） １３時１５分 ～ １６時０２分 

                  訓練２日目 ２０２４年 ２月１４日（水） １３時３０分 ～ １６時００分 

 （訓練は，東海第二発電所との同時発災を想定して実施） 

（２）対象施設 

   東海発電所 
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社外 

関係機関 

（一部実施）

原子力防災センター（茨城） 

原子力規制庁ＥＲＣ 

（緊急時対応センター） 

※1 統合原子力防災ネットワーク接続 

※2 原子力事業者防災業務計画に定める通報 

※3 原子力事業者間協力協定に基づく通報連絡 

通報連絡 ※2

通報連絡

※2

※1 情報連絡

情報連絡 対外回答

技術支援 対外問合せ

通報連絡 

(一部実施) 

支援要請

派遣 

要員派遣，情報共有

資機材支援

要員派遣

情報共有

情報共有原子力事業所 

災害対策支援拠点 

 

 

東海発電所・ 

東海第二発電所 

災害対策本部 

他の原子力事業者等

原子力緊急事態 

支援センター 

支援要請

協力要請※3

情報共有

本店総合災害対策本部 

（原子力施設事態即応センター） 

 

東海発電所・ 

東海第二発電所 

災害対策本部 

原子力規制庁ＥＲＣ 

（模擬） 

※2（模擬）

本店総合災害対策本部 

（原子力施設事態即応センター） 技術支援

情報連絡

原子力事業所 

災害対策支援拠点 

情報連絡

資機材支援

情報共有 

情報共有 ※1（模擬）

３．実施体制，評価体制及び訓練参加人数 

（１）実施体制 

  ①訓練１日目（２月１３日）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②訓練２日目（２月１４日）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

訓練参加者以外から評価者（発電所社員，本店社員及び他電力社員等）を選任し，発電所本部及び本

店本部の活動における手順の検証や対応の実効性等について評価し，改善点の抽出を行う。また，訓練

終了後には，訓練参加者，訓練コントローラ及び評価者にて振り返りを実施し，訓練全体を通した意見

交換及び気付き事項を集約し，課題の抽出を行う。 
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（３）訓練参加人数：（訓練１日目）３０５名，（訓練２日目）２００名 

訓練参加者の内訳は以下のとおり。 

 訓練１日目 訓練２日目 

東海・東海第二 

発電所 

１１５名 

（評価者名４名，コントローラ１４名を含む） 

８５名 

（評価者６名，コントローラ１２名を含む） 

地域共生部 
３１名 

（評価者１名，コントローラ２名を含む） 

２８名 

（評価者１名，コントローラ２名を含む） 

即応センター 

（本 店） 

１０２名 

（評価者９名，コントローラ３名を含む） 

８５名 

（評価者９名，コントローラ１名を含む） 

関係会社 

協力会社他 

５７名 

 

発電所退避者誘導訓練参加者等５４名， 

ＥＲＣへの派遣リエゾンの通信補助１名， 

覚書に基づく技術支援２名 

２名 

 

現場実動訓練２名 

 

４．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

今回の訓練は，平日の通常勤務時間帯に自然災害（地震）を起因事象とする原子力災害の発生を想定

した。また，事象が長期化した場合における要員交代を想定し，２日間にかけて事象が継続する訓練と

して実施した。 

（１）プラント運転状況 

廃止措置中 

 

（２）訓練想定 

【第１部訓練】 

廃止措置中の東海発電所において，地震（東海村震度６弱）の影響を受け，管理区域内で放射性物質

を含む廃液の漏えい事象及び負傷者の発生を想定した。 

 

（３）事象概要 

＜訓練１日目＞ 

時 刻 
事   象 

【東海発電所】 【東海第二発電所】 

発災前 廃止措置中 定格熱出力一定運転中 

13:15 東海村地震発生（震度６弱）【津波のおそれなし】 

13:15 

 外部電源喪失（２７５ｋＶ系）（１５４ｋＶ系） 

原子炉スクラム成功 

タービン手動トリップ 

常用給水系全喪失 

原子炉隔離時冷却系（以下，「ＲＣＩＣ」という。）手動起

動 

非常用ディーゼル発電機（以下，「Ｄ／Ｇ」という。）全台

自動起動 

予備変圧器地絡発生 
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時 刻 
事   象 

【東海発電所】 【東海第二発電所】 

予備高圧母線２Ｅ 地絡 

【警戒事態該当事象の発生①】 

AL22:原子炉給水機能の喪失 

(AL22 判断 13:24 第 1 報 FAX 13:35) 

13:30 

放射性廃液漏えい 

負傷者発生  

・漏えいした廃液が付着して

おり身体汚染及び内部取り

込みの可能性あり 

Ｄ／Ｇ ２Ｄ室火災発生  

・ＣＯ２消火装置不動作 

消火系配管の損傷（漏えい）  

・ディーゼル消火ポンプ手動停止（消火系全停）  

13:37 

 Ｄ／Ｇ ２Ｄ室手動停止 

【警戒事態該当事象の発生②】 

AL23:原子炉除熱機能の一部喪失 

(AL23 判断 13:39 第 3 報 FAX 13:48) 

13:40 

 常設代替高圧電源装置遠隔起動又は併入失敗  

・Ｎｏ.１，２緊急用断路器不動作 

Ｎｏ.３～６起動失敗 

13:41 

【警戒事態該当事象発生後の

経過連絡①】※1  

（第 1報 FAX 13:40） 

 

13:45 
 【警戒事態該当事象発生後の経過連絡①】 

（第 2 報 FAX 13:45） 

13:50 

 ＲＣＩＣ計装用直流電源喪失  

⇒ＲＣＩＣ流量制御及び運転状態監視不可 

Ｄ／Ｇ ２Ｃ燃料供給ライン漏えい   

13:55 

 高圧炉心スプレイ系（以下，「ＨＰＣＳ」という。）手動起

動，ＨＰＣＳ注入弁開不可 

運転中ＲＣＩＣ異音発生 

【警戒事態該当事象の発生③】 

AL25：非常用交流高圧母線喪失又は喪失の恐れ 

（AL25 判断 13:55 第 4 報 FAX 14:00） 

14:05 
 【警戒事態該当事象発生後の経過連絡②】 

（第 5 報 FAX 14:05） 

14:08  ＲＣＩＣ自動停止 

14：10 

【警戒事態該当事象発生後の

経過連絡②】※1 

（第 2報 FAX 14:10） 

常設高圧代替注水系遠隔起動失敗  

【特定事象の発生①】 

 SE22：原子炉注水機能喪失のおそれ 

（SE22 判断 14:12 第 6 報 FAX 14:23） 

14:15  制御棒駆動水圧系（Ａ）起動 

14:25 
 緊急用海水系使用不可 

⇒代替循環冷却系の冷却水喪失 

14:27 

【警戒事態該当事象発生後の

経過連絡③】※1  

（第 3報 FAX 14:27） 
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時 刻 
事   象 

【東海発電所】 【東海第二発電所】 

14:28  
純水タンク漏えい 

⇒純水系による炉心注水不可 

14:40 

 Ｄ／Ｇ ２Ｃ自動停止 （燃料漏えいによる燃料枯渇） 

【原子力災害対策特別措置法（以下，「原災法」という。） 

第 25 条報告①】（第 7 報 FAX 14:41） 

【特定事象の発生②】 

 GE22：原子炉注水機能の喪失 

SE23：残留熱除去機能の喪失 

 （GE22，SE23 判断 14:45 第 8 報 FAX 14:50） 

【警戒事態該当事象の発生④】 

 AL53：重要区域での火災・溢水による安全機能の一部喪失

のおそれ 

（AL53 判断 14:45 第 9 報 FAX 14:57） 

14:46 

【警戒事態該当事象発生後の

経過連絡④】※1  

（第 4報 FAX 14:46） 

 

14:50  ＨＰＣＳ注入弁手動操作による原子炉注水開始 

14:52  Ｄ／Ｇ ２Ｄ室火災鎮圧 

15:05  

格納容器圧力高（13.7 kPa）  

【原災法第 25 条報告②】 

（第 10 報 FAX 15:02） 

【警戒事態該当事象の発生⑤ 

 AL42：単一障壁の喪失又は，喪失可能性 

（AL42 判断 15:07 第 11 報 FAX 15:13） 

15:10  

【特定事象の発生③】 

SE25：非常用交流高圧母線の 30 分間以上喪失 

（SE25 判断 15:10 第 12 報 FAX 15:20） 

15:15  

サプレッションプール（以下，「Ｓ／Ｐ」という。） 局所

６５℃到達，急速減圧  

【特定事象の発生④】 

SE42：2 つの障壁の喪失又は，喪失可能性 

（SE42 判断 15:17 第 13 報 FAX 15:25） 

15:35 

【警戒事態該当事象発生後の

経過連絡⑤】※1  

（第 5報 FAX 15:35） 

 

15:40  

【原災法第 25 条報告③】 

（第 14 報 FAX 15:31） 

【特定事象の発生⑤】 

GE25：非常用交流高圧母線の 1 時間以上喪失 

（GE25 判断 15:40） 

15:40 【１日目】訓練終了 

※1 警戒事態該当事象発生後の経過連絡：第 1，2，3，4，5 報 
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＜訓練２日目＞ 

 【スキップ中の事象経過】 

時 刻 
事   象 

【東海発電所】 【東海第二発電所】 

19:00  低圧電源車による緊急用低圧母線への給電開始 

19:50  Ｓ／Ｐ水温（平均）１００ ℃（GE23 判断 19:53） 

21:00 
 可搬型代替注水大型ポンプ 1 台による代替残留熱除去系海水

系西側接続口を使用した冷却水送水開始 

21:10 
 代替循環冷却系（以下，「ＡＲＣ」という。）（Ｂ）起動，

Ｓ／Ｐ冷却開始 

22:00  代替燃料プール冷却系による使用済燃料プール冷却開始 

2/14 

12:00   ＡＲＣ（Ｂ）系電気的故障 

12:10 
 ＡＲＣ（Ａ）系冷却水確保失敗（緊急用海水系ＲＨＲ熱交換

器隔離弁開不可） 

13:00 コントローラから事前付与（スキップ中の事象進展を説明） 

13:30 交代要員との引継ぎ，ブリーフィング実施 

13:45 東海村地震発生（震度６強）【津波のおそれなし】 

13:50  ＨＰＣＳ Ｄ/Ｇ海水系漏えい発生 

13:55  
使用済燃料プール（以下，「ＳＦＰ」という。）漏えい発生

警報「FPC S.Sr TANK LVL LO-LO」発報 

14:00  代替燃料プール冷却系ポンプ手動停止 

14:25  ＳＦＰ静的サイフォンブレーカで漏えい停止 

14:45 

 ＨＰＣＳ Ｄ/Ｇトリップ  

・警報「HPCS D/G ENGINE LOCKOUT Ry OPERATED」  

     「SEA WATER PRESSURE LOW」  

ＨＰＣＳ ポンプトリップ 

14:55  ＳＦＰ注水用ホース展張開始 

15:00  
常設高圧代替電源設備２台起動 

緊急用高圧母線受電完了 

15:20 

 非常用高圧母線２Ｄ受電 

残留熱除去系（以下，「ＲＨＲ」という。）（Ｂ）による原

子炉注水及び格納容器除熱開始  

15:30  ＳＦＰ注水用ホース展張終了 

15:45  ＳＦＰ注水開始 

16:00 【２日目】訓練終了 
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５．防災訓練の項目 

総合訓練 

 

６．防災訓練の内容 

自然災害を起因事象とした原子力災害を想定し非常事態を宣言するとともに，原子力防災要員を非常招

集し，原子力災害対策活動を実施した。 

訓練の進行については，訓練コントローラからの状況付与にて訓練を実施した。 

なお，以下の項目について，「シナリオ非提示」にて実施した。 

 

＜訓練１日目＞ 

（１）本部運営訓練（発電所） 

（２）通報連絡訓練（発電所） 

（３）緊急時環境モニタリング訓練（発電所） 

（４）発電所退避者誘導訓練（発電所） 

（５）原子力災害医療訓練（発電所，本店） 

（６）その他必要と認められる訓練 

  ①原子力防災センター訓練（発電所，地域共生部） 

  ②本部運営訓練（本店） 

③ＥＲＣ対応訓練（本店） 

④広報対応訓練（本店） 

⑤原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練（地域共生部，本店） 

 

＜訓練２日目＞ 

（１）本部運営訓練（発電所） 

（２）その他必要と認められる訓練 

  ①本部運営訓練（本店） 

②ＥＲＣ対応訓練（本店） 

③原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練（地域共生部，本店） 

 

8



 ７
．

訓
練
結
果

の
概

要
及
び

評
価

 

＜
訓

練
１
日
目

＞
 

（
１

）
本
部
運

営
訓

練
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
本
部
長
は
，
要
員
招
集
を
指
示
し
，
事
象
発
生
か
ら
１

０
分
以
内
に
本
部
設
置
宣
言
が
で
き
る
。
 

     2
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗
状

況
を
把
握
で
き
る
。
 

 3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
か
ら
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
の
立
案
・
決
定
が
で
き
る
。
 

 4
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
か
ら
，
遅
滞
な
く

Ｅ
Ａ
Ｌ
を
判
断
で
き
る
。
 

 5
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事

故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
情
報
を

本
店
本
部
へ
提
供
で
き
る
。
 

 

1
)
発
電
所
本
部
長
は
，
地
震
（
東
海
村
震
度
６
弱
）
の
発
生
に
伴

い
，
発
電
所
本
部
要
員
に
対
し
，
所
内
放
送
装
置
を
用
い
て
緊
急
時

対
策
室
へ
の
招
集
を
指
示
し
，
発
電
所
本
部
要
員
の
参
集
確
認
後
，

発
電
所
本
部
の
設
置
宣
言
を
し
た
。
な
お
，
本
部
設
置
指
示
か
ら
９

分
で
要
員
参
集
完
了
し
た
が
，
同
時
刻
に
発
生
し
た
緊
急
情
報
（
火

災
発
生
及
び
負
傷
者
発
生
）
の
報
告
を
受
け
，
対
応
を
指
示
し
た
こ

と
に
よ
り
，
設
置
宣
言
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
１
２
分
で
あ
っ
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
は
，
各
機
能
班
か
ら
の
報
告
だ
け
で
な
く
，
情
報
共

有
ツ
ー
ル
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

※
，
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
等
）
も
活
用
し
，
事

故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗
状
況
の
把
握
を
実
施
し
た
。
 

3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
か
ら
，
戦
略
シ
ー
ト
を

用
い
た
事
象
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
を
立
案
し
，
本
部
内

で
確
認
し
た
上
で
戦
略
を
決
定
し
た
。
 

4
)
発
電
所
本
部
は
，
発
電
長
か
ら
の
進
言
に
よ
り
，
事
故
・
プ
ラ
ン

ト
状
況
か
ら
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
事
象
の
確
認
及
び
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
を
遅
滞
な

く
実
施
し
た
。
 

5
)
発
電
所
本
部
は
，
本
部
内
で
共
有
し
た
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，

進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判

断
状
況
を
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
及
び
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
本
店
本
部
へ
提
供
し
た
。
 

1
)
発
電
所
本
部
長
は
，
「
発
電
所
対
策
本
部
等
運
営
手
引
書
」

に
従
い
，
緊
急
時
対
策
室
へ
の
要
員
招
集
指
示
，
発
電
所
本

部
要
員
の
参
集
は
遅
滞
な
く
実
施
で
き
た
が
，
緊
急
情
報

（
火
災
発
生
及
び
負
傷
者
発
生
）
の
対
応
を
優
先
し
た
こ
と

に
よ
り
，
目
標
時
間
内
に
本
部
設
置
宣
言
が
実
施
で
き
な
か

っ
た
。
な
お
，
発
電
所
本
部
長
の
緊
急
度
・
優
先
度
を
考
慮

し
た
対
応
は
，
適
切
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。
 

2
)
3)
4)
5)
発
電
所
本
部
は
「
発
電
所
対
策
本
部
等
運
営
手
引

書
」
に
従
い
，
発
電
所
本
部
で
共
有
さ
れ
た
事
故
・
プ
ラ
ン

ト
状
況
，
設
備
準
備
等
の
進
捗
状
況
，
事
故
収
束
対
応
戦

略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
状
況
を
把
握
し
，
チ

ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
及
び
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
本

店
本
部
へ
の
情
報
共
有
が
で
き
て
お
り
，
事
故
収
束
対
応
が

定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

    

※
：
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
は
，
共
通
状
況
図
（
C
o
mm
on
 O
pe
ra
ti
on
al
 P
ic
tu
re
）
の
こ
と
を
い
う
。
以
降
，
本
資
料
に
お
い
て
同
じ
。
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 （
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
：

つ
づ

き
①
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

6
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
屋
内
消
火
系
破
損
箇
所
を
隔
離
し
，
屋
内

消
火
系
配
管
・
屋
内
消
火
栓
を
利
用
し
て
ホ
ー
ス
展
張
を
最
短

と
す
る
こ
と
に
よ
り
，
火
災
発
生
か
ら
３
時
間
以
内
で
鎮
圧
が

で
き
る
。
 

 7
)
自
衛
消
防
隊
は
，
隊
員
の
活
動
状
況
及
び
消
火
対
応
の
内
容
等

を
火
災
進
展
に
応
じ
，
公
設
消
防
に
適
宜
共
有
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
③
ａ
.
(
ａ
)
】
 

 8
)
発
電
所
本
部
は
原
子
力
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
環
境
放

射
線
量
の
変
化
，
放
射
性
物
質
の
放
出
の
可
能
性
等
に
つ
い
て

自
衛
消
防
隊
現
場
指
揮
所
を
通
じ
て
公
設
消
防
と
共
有
で
き

る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
③
ａ
.
(
ｂ
)
】
 

       9
)
発
電
所
本
部
は
，
核
サ
研
と
の
連
絡
体
制
確
立
後
，
核
サ
研
の

事
故
状
況
を
本
部
内
に
共
有
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
④
ａ
．
】
 

 

6
)
発
電
所
庶
務
班
（
自
衛
消
防
隊
）
は
，
屋
内
消
火
系
配
管
破
損
箇
所

及
び
隔
離
状
況
を
確
認
し
た
上
で
，
利
用
可
能
な
屋
内
消
火
系
配
管

及
び
屋
内
消
火
栓
を
利
用
し
た
最
短
の
ホ
ー
ス
展
張
ル
ー
ト
を
選
定

し
，
消
火
活
動
を
実
施
し
た
こ
と
で
，
火
災
発
生
か
ら
１
時
間
２
２

分
で
鎮
圧
し
た
。
 

7
)
発
電
所
庶
務
班
（
自
衛
消
防
隊
）
は
公
設
消
防
到
着
後
，
既
に
設
置

済
み
の
現
場
指
揮
所
へ
誘
導
し
，
隣
接
し
て
公
設
消
防
指
揮
所
を
設

置
す
る
こ
と
で
発
災
現
場
で
の
活
動
状
況
，
進
展
状
況
等
に
つ
い
て

適
宜
共
有
を
実
施
し
た
。
 

8
)
発
電
所
庶
務
班
（
自
衛
消
防
隊
）
は
，
環
境
放
射
線
量
が
変
化
し
た

場
合
の
影
響
や
放
射
性
物
質
放
出
の
可
能
性
に
つ
い
て
，
自
衛
消
防

隊
現
場
指
揮
所
を
通
じ
て
，
公
設
消
防
に
共
有
し
た
。
 

         9
)
発
電
所
本
部
は
，
核
サ
研
と
の
連
絡
担
当
者
を
選
出
し
，
専
任
さ
せ

る
こ
と
で
核
サ
研
と
の
連
絡
を
密
に
行
い
核
サ
研
で
の
事
故
状
況
を

発
電
所
本
部
に
共
有
し
た
。
 

 

6
)
発
電
所
庶
務
班
（
自
衛
消
防
隊
）
は
，
火
災
発
生
か
ら
３
時

間
以
内
で
鎮
圧
で
き
て
お
り
，
最
適
な
消
火
戦
略
を
立
案
す

る
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  7
)
発
電
所
庶
務
班
（
自
衛
消
防
隊
）
は
，
自
衛
消
防
隊
現
場
指

揮
所
と
公
設
消
防
指
揮
所
を
隣
接
し
て
設
置
し
，
公
設
消
防

へ
情
報
共
有
で
き
て
お
り
，
速
や
か
に
情
報
共
有
を
行
う
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

8
)
発
電
所
庶
務
班
（
自
衛
消
防
隊
）
は
，
消
防
活
動
へ
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
情
報
を
理
解
し
，
公
設
消
防
に
共
有

で
き
て
お
り
，
放
射
線
防
護
を
踏
ま
え
た
情
報
提
供
能
力
を

有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し

て
，
発
電
所
本
部
内
に
共
有
す
べ
き
現
場
対
応
の
進
捗
状
況

の
明
確
化
に
つ
い
て
，
改
善
に
取
り
組
む
事
項
を
抽
出
し

た
。
 

（
関
連
項
目
）
＜
９
．
（
１
）
③
発
電
所
本
部
内
に
共
有
す
べ

き
現
場
対
応
の
進
捗
状
況
の
明
確
化
＞
 

 9
)
発
電
所
本
部
は
，
核
サ
研
で
発
生
し
た
事
故
状
況
に
つ
い

て
，
適
宜
発
電
所
本
部
内
に
共
有
が
で
き
て
て
お
り
，
相
互

連
絡
を
行
う
体
制
が
効
果
的
に
機
能
し
た
と
評
価
す
る
。
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 （
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
：

つ
づ

き
②
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
0
)
発
電
所
本
部
は
，
核
サ
研
の
Ｍ
Ｐ
指
示
値
上
昇
の
情
報
（
Ｓ
Ｅ

０
１
，
Ｇ
Ｅ
０
１
）
を
入
手
し
た
際
に
，
発
電
所
の
Ｍ
Ｐ
指
示

値
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
核
サ
研
で
発
生
し
た
事
象
が
発
電
所

事
故
収
束
活
動
に
与
え
る
影
響
有
無
を
確
認
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
④
ｂ
．
】
 

 

1
0
)
発
電
所
本
部
は
，
核
サ
研
で
の
Ｍ
Ｐ
指
示
上
昇
に
伴
う
特
定
事
象

（
Ｓ
Ｅ
０
１
，
Ｇ
Ｅ
０
１
）
発
生
の
情
報
が
発
電
所
本
部
に
共
有
さ

れ
た
際
，
発
電
所
の
Ｍ
Ｐ
指
示
値
の
変
化
の
確
認
等
，
発
電
所
放
射

線
管
理
班
に
対
し
発
電
所
事
故
収
束
活
動
に
与
え
る
影
響
有
無
を
確

認
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
 

1
0
)
発
電
所
本
部
は
，
核
サ
研
で
発
生
し
た
Ｓ
Ｅ
０
１
，
Ｇ
Ｅ
０

１
に
対
し
て
，
発
電
所
事
故
収
束
活
動
に
与
え
る
影
響
有
無

を
確
認
で
き
て
お
り
，
実
効
性
の
高
い
事
故
収
束
対
応
能
力

を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し

て
，
原
子
力
災
害
発
生
時
に
お
け
る
隣
接
事
業
所
間
の
連
絡

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
，
改
善
に
取
り
組
む
事
項
を
抽
出
し

た
。
 

（
関
連
項
目
）
＜
９
．
（
１
）
④
原
子
力
災
害
発
生
時
に
お
け

る
隣
接
事
業
所
間
の
連
絡
体
制
の
整
備
＞
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 （
２

）
通
報
連

絡
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
情
報
班
は
，
通
報
文
に
誤
記
，
記
載
漏
れ
が
な
く
通
報
文

の
発
信
が
で
き
る
。
な
お
，
誤
記
が
あ
っ
た
場
合
は
，
訂
正
報
が

確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 2
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
及
び
特
定
事

象
発
生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
は
１
５
分
以
内
に
通
報
で
き
る
。

ま
た
，
通
報
に
伴
う
着
信
確
認
が
で
き
る
。
 

  3
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡

及
び
応
急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
は
，
３
０
分
（
基

準
）
の
間
隔
で
報
告
で
き
る
。
ま
た
，
報
告
に
伴
う
着
信
確
認

が
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
情
報
班
は
，
班
内
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
通
報
文
の
誤

記
，
記
載
漏
れ
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
通
報
文
の
発
信
を
行
っ
た
。
発

信
後
，
通
報
文
着
信
確
認
者
に
よ
る
通
報
文
の
最
終
確
認
を
実
施
し
，

全
報
に
お
い
て
誤
記
・
記
載
漏
れ
な
く
通
報
文
を
発
信
し
た
。
 

2
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
及
び
特
定
事
象
発

生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
を
作
成
し
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
を
実
施
し

た
結
果
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
か
ら
通
報
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
最
大
で
１
２

分
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
通
報
後
に
送
信
先
に
対
し
電
話
に
よ
る

着
信
確
認
を
実
施
し
た
。
 

3
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
及
び
応

急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
を
作
成
し
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
を

実
施
し
た
結
果
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
及
び
応
急

措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
の
通
報
間
隔
は
最
大
で
３
６
分
で
あ

り
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
通
報
後
に
送
信
先
に
対
し
電
話
に
よ
る
着
信
確
認
を
実
施

し
た
。
ま
た
，
自
治
体
（
１
ケ
所
）
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
調
に
よ
り
未
送
信
と

な
る
事
象
が
発
生
し
た
が
，
個
別
に
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
全
て
の
送

信
対
象
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
送
信
を
行
っ
た
。
 

1
)
2)
3)
発
電
所
情
報
班
は
，
「
発
電
所
対
策
本
部
等
職
務
手

引
書
（
情
報
班
）
」
に
従
い
，
短
時
間
に
複
数
の
通
報
文

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
，

正
確
に
通
報
文
を
作
成
し
，
以
下
の
事
項
が
問
題
な
く
実

施
さ
れ
，
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
も
落
ち
着
い
た
対
応
が

で
き
て
お
り
通
報
連
絡
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

 
・
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
及
び
特
定
事
象
発
生
通

報
（
原
子
炉
施
設
）
が
目
標
時
間
内
で
実
施
で
き
た
。
 

 
・
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
及
び
応
急
措

置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
が
概
ね
基
準
時
間
で
実
施

で
き
た
。
 

 
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
，
送
信
先
に
対
し
て
電
話
に
よ
る
着
信

確
認
を
実
施
で
き
た
。
 

 
・
通
報
先
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
不
調
が
発
生
す
る
不
測
の
事
態
が

生
じ
て
も
個
別
に
対
応
し
，
全
て
の
通
報
先
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
送
信
が
で
き
た
。
 

 （
３

）
緊
急
時

環
境

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
（

発
電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
「
非
常
時
対
応
手
順
書
」
に
従
い
，

空
間
放
射
線
量
率
及
び
空
気
中
ヨ
ウ
素
濃
度
の
測
定
が
で
き
る
。
 

2
)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
発
電
所

本
部
に
情
報
提
供
で
き
る
。
 

 

1
)
2)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
「
非
常
時
対
応
手
順
書
」
に
従
い
，
緊
急

時
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
に
よ
る
発
電
所

敷
地
内
及
び
敷
地
境
界
付
近
の
空
間
放
射
線
量
率
及
び
空
気
中
ヨ
ウ
素

濃
度
の
測
定
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
発
電

所
本
部
に
提
供
し
た
。
 

1
)
2)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
「
非
常
時
対
応
手
順
書
」

に
従
い
，
緊
急
時
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
及
び
発
電
所

本
部
へ
の
報
告
が
支
障
な
く
実
施
で
き
て
お
り
，
緊
急
時

に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価

す
る
。
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 （
４

）
発
電
所

退
避

者
誘
導

訓
練

（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
「
災
害
対
策
要
領
」
に
従
い
，
退
避
誘
導

が
で
き
る
。
 

   2
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
退
避
者
数
及
び
退
避
状
況
を
本
部
内
で
情

報
共
有
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
原
災
法
に
お
け
る
特
定
事
象
の
発
生
を
受

け
，
発
電
所
内
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
の
活
動
に
従
事
し
な
い

者
（
所
員
及
び
協
力
会
社
従
業
員
）
に
対
し
て
，
所
内
放
送
装
置

を
用
い
て
発
電
所
構
内
退
避
時
集
合
場
所
へ
の
一
時
避
難
の
指
示

を
行
う
と
と
も
に
退
避
者
誘
導
を
実
施
し
た
。
 

2
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
退
避
者
数
及
び
退
避
状
況
を
適
宜
本
部
内
で

共
有
し
た
。
 

1
)
2)
発
電
所
庶
務
班
は
「
災
害
対
策
要
領
」
及
び
「
発
電
所
対

策
本
部
等
職
務
手
引
書
（
庶
務
班
）
」
に
従
い
，
発
電
所
内

の
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
の
活
動
に
従
事
し
な
い
者
の
退
避

者
誘
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
退
避
者
数
，
退
避
状
況
に

つ
い
て
発
電
所
本
部
と
共
有
が
で
き
て
お
り
，
退
避
者
誘
導

対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 （
５

）
原
子
力

災
害

医
療
訓

練
（

発
電

所
，

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
負
傷
者
情
報
を
本
店
保
健
安
全
班
へ

提
供
で
き
る
。
 

    2
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
負
傷
状
況
に
応
じ
た
応
急
処
置
及
び

負
傷
者
の
搬
出
が
実
施
で
き
る
。
 

3
)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
負
傷
者
の
汚
染
の
状
況
に
応
じ
て

適
切
な
除
染
対
応
及
び
搬
出
に
必
要
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
 

 4
)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
発
電
所
か
ら
負
傷
者
情
報
の
収
集
・
整

理
が
で
き
る
。
 

5
)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
へ
オ

ン
サ
イ
ト
医
療
に
係
る
医
師
の
派
遣
要
請
が
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
本
部
内
で
の
負
傷
者
発
生
情
報
を
受

け
，
負
傷
者
情
報
を
収
集
し
，
本
店
保
健
安
全
班
へ
共
有
し
た
。
 

    2
)
3)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
速
や
か
に
負
傷
者
の
救
護
に
向
か
い
，

負
傷
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
，
発
電
所
廃
止
措
置
班
及
び
発
電
所

放
射
線
管
理
班
と
協
力
し
現
場
の
状
況
か
ら
移
動
・
搬
出
を
優
先

し
，
「
災
害
対
策
要
領
」
に
定
め
る
東
海
発
電
所
内
の
応
急
処
置
室

に
お
い
て
除
染
・
応
急
処
置
を
実
施
し
た
。
 

 4
)
5)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
発
電
所
か
ら
の
負
傷
者
情
報
を
収
集
・

整
理
し
，
（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
に
対
し
て
，
プ
ラ
ン
ト

状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
，
オ
ン
サ
イ
ト
医
療
に

係
る
医
師
の
派
遣
要
請
を
実
施
し
た
。
 

1
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
「
災
害
対
策
要
領
」
及
び
「
発
電

所
対
策
本
部
等
職
務
手
引
書
（
保
健
安
全
班
）
」
に
従
い
，

負
傷
者
の
状
況
把
握
，
負
傷
者
状
況
に
応
じ
た
応
急
措
置
の

判
断
や
搬
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
発
電
所
本
部
及
び
本

店
本
部
へ
の
負
傷
者
状
況
を
共
有
で
き
て
お
り
，
応
急
処
置

等
の
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
3)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
「
発
電
所
対
策
本
部
職
務
手
引

書
（
保
健
安
全
班
）
」
に
従
い
発
電
所
廃
止
措
置
班
及
び
発

電
所
放
射
線
管
理
班
の
協
力
を
得
て
，
「
災
害
対
策
要
領
」

に
定
め
る
応
急
処
置
室
に
お
い
て
，
除
染
・
応
急
処
置
が
で

き
て
お
り
，
管
理
区
域
内
で
発
生
し
た
負
傷
者
へ
の
対
応
が

定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

4
)
5)
 
本
店
保
健
安
全
班
は
，
（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会

へ
の
情
報
提
供
，
医
師
の
派
遣
要
請
を
実
施
で
き
て
お
り
，

（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
と
連
携
す
る
体
制
が
確
立

さ
れ
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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 （
６

）
そ
の
他

必
要

と
認
め

ら
れ

る
訓

練
 

①
原

子
力
防

災
セ
ン

タ
ー
訓

練
（

発
電

所
，

地
域
共

生
部
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
，
チ
ャ

ッ
ト
等
）
に
よ
り
発
電
所
情
報
の
収
集
が
で
き
る
。
 

2
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
発
電
所
か
ら
入
手
・
送
付
さ
れ
た
情

報
を
遅
滞
な
く
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
に
提
供
で
き
る
。
 

3
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
発
電
所
状

況
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
，
遅
滞
な
く
回
答
で
き
る
。
 

4
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
住
民
避
難
情
報
等
を
遅
滞
な
く
発
電

所
本
部
，
本
店
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点

と
共
有
で
き
る
。
 

 5
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
核
サ
研
か
ら
の
派
遣
要
員
と
互
い
に

事
故
情
報
の
共
有
が
で
き
る
。
 

1
)
2)
3)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
及
び
発
電
所
本
部

要
員
（
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
連
絡
担
当
）
と
の
電
話
連
絡
に
よ
り

発
電
所
情
報
の
収
集
を
実
施
し
，
収
集
し
た
発
電
所
情
報
を
プ
ラ
ン

ト
チ
ー
ム
へ
提
供
し
た
。
ま
た
，
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
発
電
所

状
況
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
，
都
度
発
電
所
に
も
確
認
し
，
遅

滞
な
く
回
答
を
実
施
し
た
。
 

4
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
各
会
議
体
（
模
擬
）
に
お
け
る
自
治
体
か

ら
の
要
請
事
項
を
，
発
電
所
本
部
要
員
（
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
連

絡
担
当
）
へ
電
話
連
絡
を
行
う
と
と
も
に
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い

て
本
店
本
部
，
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
と
共
有
し
た
。
 

5
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
発
電
所
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
情
報
及
び
プ
ラ
ン
ト
状

況
に
つ
い
て
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
，
核
サ
研
の
原
子
力
防

災
セ
ン
タ
ー
派
遣
要
員
へ
提
供
す
る
と
と
も
に
，
核
サ
研
の
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
派
遣
要
員
か
ら
も
適
宜
プ
ラ
ン
ト
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
で
双
方
向
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
ま
た
，
事
業
者
ブ
ー
ス
要

員
は
，
入
手
し
た
情
報
を
情
報
共
有
ツ
ー
ル
及
び
発
電
所
本
部
要
員

（
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
連
絡
担
当
）
と
の
電
話
連
絡
に
よ
り
発
電

所
本
部
及
び
本
店
本
部
に
共
有
し
た
。
 

 

1
)
2)
3)
4)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
発
電
所
本
部
と
の
情
報
共

有
，
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
へ
の
情
報
提
供
，
各
会
議
体
（
模

擬
）
で
共
有
さ
れ
た
自
治
体
か
ら
の
要
請
事
項
を
発
電
所
本

部
，
本
店
本
部
，
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
共

有
で
き
て
お
り
，
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
情
報
共

有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

    5
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
他
事
業
所
と
の
連
携
は
今
回
が
初

め
て
の
対
応
で
あ
っ
た
が
，
核
サ
研
の
原
子
力
防
災
セ
ン
タ

ー
派
遣
要
員
と
互
い
に
事
故
情
報
の
共
有
が
で
き
て
お
り
，

情
報
連
携
に
係
る
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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②
本

部
運
営

訓
練
（

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
本
部
は
，
本
店
本
部
設
置
後
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
，

発
電
所
の
事
故
状
況
を
本
店
本
部
内
で
共
有
で
き
る
。
 

2
)
本
店
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収

束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
で
き
る
。
 

  3
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事
故
収
束

対
応
戦
略
の
評
価
が
で
き
る
。
 

 4
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
す
る
対
応
検
討

が
で
き
る
。
 

5
)
本
店
庶
務
班
は
，
本
店
警
戒
本
部
設
置
後
，
本
店
総
合
災
害
対

策
本
部
設
置
後
に
お
い
て
，
新
た
に
整
備
し
た
「
庶
務
班
対
応

リ
ス
ト
（
外
部
連
絡
先
）
」
に
基
づ
き
，
外
部
へ
の
情
報
発
信

対
応
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
⑤
ａ
.
】
 

 6
)
本
店
情
報
班
は
，
発
電
所
の
発
話
を
も
と
に
発
電
所
情
報
（
時

系
列
）
を
作
成
す
る
際
，
文
字
起
こ
し
シ
ス
テ
ム
を
補
助
的
に

活
用
し
て
，
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
抜
け
な
く
作
成
で
き
る
。
 

1
)
本
店
本
部
は
，
本
部
設
置
後
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
，
発
電
所

事
故
状
況
を
共
有
し
た
。
 

2
)
本
店
本
部
は
，
社
内
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
，
発
電
所
本
部

の
発
話
か
ら
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束

対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
判
断
に
つ
い
て
把
握
し

た
。
 

3
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事
故
収
束
対

応
戦
略
に
つ
い
て
，
現
在
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
お
け
る
対
応
と
し
て

適
切
か
を
評
価
し
た
。
 

4
)
本
店
本
部
及
び
本
店
庶
務
班
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
し

て
，
水
・
食
料
等
の
物
資
支
援
の
検
討
を
実
施
し
た
。
 

5
)
本
店
庶
務
班
は
，
本
店
警
戒
本
部
設
置
後
，
本
店
総
合
災
害
対
策
本

部
設
置
後
に
お
い
て
，
「
庶
務
班
対
応
リ
ス
ト
（
外
部
連
絡
先
）
」

を
活
用
し
，
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
，
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
，
原
子

力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
の
情
報
発
信
対
応
を
適
切
に
実
施

し
た
。
 

 6
)
本
店
情
報
班
は
，
発
電
所
発
話
の
聞
き
取
り
及
び
文
字
起
こ
し
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
，
発
電
所
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
抜
け
が
な
い
よ
う

に
，
発
電
所
情
報
（
時
系
列
）
を
作
成
し
た
。
 

 
 

1
)
2)
3)
4)
本
店
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
し
，

進
展
予
測
・
戦
略
の
評
価
を
行
い
，
ま
た
，
発
電
所
か
ら
の

支
援
要
請
に
対
す
る
対
応
が
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
本

部
が
実
施
す
る
事
故
収
束
活
動
を
支
援
す
る
体
制
が
確
立
さ

れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

      5
)
本
店
庶
務
班
は
，
本
店
警
戒
本
部
設
置
後
，
本
店
総
合
災
害

対
策
本
部
設
置
後
に
お
い
て
，
「
庶
務
班
対
応
リ
ス
ト
（
外

部
連
絡
先
）
」
を
活
用
し
，
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
，

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
，
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
の

情
報
発
信
対
応
を
適
切
に
実
施
で
き
て
お
り
，
改
善
策
が
有

効
に
機
能
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

6
)
本
店
情
報
班
は
，
発
電
所
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
抜
け
な
く
，

発
電
所
情
報
（
時
系
列
）
を
作
成
で
き
て
お
り
，
改
善
策
が

有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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③
Ｅ

Ｒ
Ｃ
対

応
訓
練

（
本
店

）
 

達
成

基
準
 

結
 
果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
，
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
共
有
で
き

る
。
 

        2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
初
動
対
応
時
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断

時
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報
共
有

ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
。
 

       3
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
緊
急
情
報
を
入
手
し
た
場

合
，
機
構
対
策
本
部
即
応
セ
ン
タ
ー
が
発
話
中
で
あ
っ

て
も
緊
急
情
報
と
し
て
直
ち
に
割
り
込
ん
で
発
話
で
き

る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．（

２
）
④
ｃ

.
】
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収

束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
，
本
店
情
報
班
及
び

技
術
班
か
ら
伝
達
さ
れ
た
情
報
を
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と

共
有
し
た
。
し
か
し
，
高
圧
注
水
機
能
喪
失
事
象
発
生
後
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ

Ｃ
停
止
直
後
）
速
や
か
に
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
系
統
概
略
図
）
を
用
い
て
対

応
設
備
を
説
明
し
た
も
の
の
，
使
用
中
の
設
備
が
故
障
し
た
場
合
の

今
後
の
対
応
手
順
に
つ
い
て
は
，
口
頭
の
み
の
説
明
と
な
る
場
面
が

あ
っ
た
。
 

    2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
初
動
対
応
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
等
の
プ
ラ
ン
ト

状
況
の
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
て
，
積
極
的

に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
へ
情
報
発
信
し
た
。
し
か
し
，
初
発
Ｇ
Ｅ
判

断
説
明
時
（
Ｇ
Ｅ
２
２
）
に
お
い
て
，
判
断
根
拠
（
関
連
機
器
の
運

転
状
態
等
）
を
踏
ま
え
た
説
明
が
不
足
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。
 

     3
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
機
構
対
策
本
部
即
応
セ
ン
タ
ー
が
発
話
中

に
お
い
て
，
初
発
Ｓ
Ｅ
（
Ｓ
Ｅ
２
２
）
判
断
情
報
を
入
手
し
た
際
，

緊
急
情
報
と
し
て
直
ち
に
割
り
込
ん
で
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
へ
提

供
し
た
。
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，

事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
，
必
要
な
情

報
に
遅
れ
が
な
く
，
積
極
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
共
有
が
概

ね
実
施
で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し
て
設
計
基

準
事
故
を
超
え
る
事
象
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
に
係
る
対
応
フ
ロ
ー
の
備

付
資
料
へ
の
追
加
に
つ
い
て
，
改
善
に
取
り
組
む
事
項
を
抽
出
し

た
。
 

（
関
連
項
目
）
＜
９
.
（
１
）
②
設
計
基
準
事
故
を
超
え
る
事
象
（
徴
候

ベ
ー
ス
）
に
係
る
対
応
フ
ロ
ー
の
備
付
資
料
へ
の
追
加
＞
 

2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
に
対
し
て
，
初
動
対

応
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
等
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報

共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極
的
な
情
報
発
信
が
実
施
で
き
て
お
り
，

情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
係
る
運
用
が
定
着
し
て

い
る
と
評
価
す
る
。
 

な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し
て
，
Ｅ
Ａ

Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
の
記
載
の
充
実
化
に
つ
い
て
，
改
善
に
取
り
組
む
事

項
を
抽
出
し
た
。
 

（
関
連
項
目
）
＜
９
.（

１
）
①
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
の
記
載
の
充
実
化
＞
 

3
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
機
構
対
策
本
部
即
応
セ
ン
タ
ー
が
発
話
中

で
あ
っ
て
も
，
初
発
Ｓ
Ｅ
（
Ｓ
Ｅ
２
２
）
判
断
情
報
を
緊
急
情
報
と

し
て
直
ち
に
割
り
込
ん
で
発
話
が
で
き
て
お
り
，
緊
急
情
報
入
手
時

の
発
話
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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③
Ｅ

Ｒ
Ｃ
対

応
訓
練

（
本
店

）
つ

づ
き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ

ン
ト
班
へ
積
極
的
に
補
足
説
明
が
で
き
る
。
 

2
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
内
に
遅
滞
な
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ

等
の
資
料
を
配
布
で
き
る
。
 

3
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。
 

1
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト

班
へ
積
極
的
に
補
足
説
明
を
実
施
し
た
。
 

2
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
内
に
遅
滞
な
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の

資
料
配
布
を
実
施
し
た
。
 

3
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
，
不
明
な
事
項
が
あ
れ
ば
本
店
本
部
へ
連
絡
し
，
内
容
を
確
認

し
た
上
で
回
答
を
実
施
し
た
。
 

1
)
2)
3)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
補
足
説
明
，
Ｃ

Ｏ
Ｐ
等
の
資
料
配
布
，
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
が
実
施
で
き

て
お
り
，
リ
エ
ゾ
ン
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

1
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
の
招
集
に
対
し
て
速
や

か
に
参
集
で
き
る
。
 

2
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の

予
測
，
事
故
収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
で
き
る
。
 

1
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
の
招
集
に
対
し
て
速
や
か
に

参
集
し
た
。
 

2
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予

測
，
事
故
収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
し
た
。
 

1
)
2)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
に
際
し
て
，
速
や
か
に
参

集
し
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予
測
，
事
故
収
束
対
応

を
簡
潔
に
説
明
で
き
て
お
り
，
組
織
の
代
表
と
し
て
の
対
応
が
定

着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
 

 

④
広

報
対
応

訓
練
（

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
本
部
で
収
集
し
て
い
る
発

電
所
情
報
（
時
系
列
）
に
つ
い
て
，
新
た
に
設
置
し
た
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
，
発
電
所
の
最
新
情
報
を
把

握
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
⑤
ｂ
．
】
 

2
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
現
地

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
合
同
模
擬
記
者
会
見
の
開
催
に
よ
り
，

一
元
的
な
情
報
提
供
が
で
き
る
。
 

3
)
本
店
広
報
班
は
，
発
生
し
た
事
象
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
模
擬
プ
レ
ス
文
を
掲
載
で
き
る
。
 

4
)
広
報
班
リ
エ
ゾ
ン
は
，
当
社
の
プ
レ
ス
対
応
・
公
表
状
況
を
 

Ｅ
Ｒ
Ｃ
広
報
班
へ
提
供
で
き
る
。
 
 

1
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
情
報
班
が
作
成
す
る
発
電
所
情

報
（
時
系
列
）
を
確
認
し
，
発
電
所
の
最
新
情
報
を
把
握
し
た
。
 

   2
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
現
地
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
の
合
同
模
擬
記
者
会
見
の
開
催
に
よ
り
，
一
元
的
な

情
報
提
供
を
実
施
し
た
。
 

3
)
本
店
広
報
班
は
，
発
生
し
た
事
象
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
模

擬
プ
レ
ス
文
を
掲
載
し
た
。
 

4
)
広
報
リ
エ
ゾ
ン
は
，
当
社
の
プ
レ
ス
対
応
・
公
表
状
況
を
Ｅ
Ｒ
Ｃ

広
報
班
（
模
擬
）
へ
提
供
し
た
。
 

1
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
情
報
班
が
作
成
す
る
発
電
所
情

報
（
時
系
列
）
を
確
認
し
，
発
電
所
の
最
新
情
報
を
把
握
で
き
た

て
お
り
，
改
善
策
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
評
価
す
る
。
 

  2
)
3)
4)
本
店
広
報
班
は
，
発
生
事
象
の
概
要
に
つ
い
て
遅
滞
な
く
模

擬
プ
レ
ス
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
，
模
擬
記

者
会
見
に
お
い
て
は
，
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
現
地
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
接
続
し
，
一
元
的
な
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
，
発
電
所
の
状
況
等
を
外
部
へ
公

表
す
る
た
め
の
体
制
が
確
立
さ
れ
，
広
報
対
応
が
定
着
し
て
い
る

と
評
価
す
る
。
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⑤
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

地
域
共

生
部

，
本

店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ

Ｌ
を
把
握
で
き
る
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
収
集
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所

本
部
及
び
本
店
本
部
へ
共
有
で
き
る
。
 

 

1
)
支
援
本
部
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
に
よ
り
事
故
・
プ
ラ
ン
ト

の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗

状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
し
た
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
住
民
避
難
情
報
等
に
関
し
て
，
発
電
所
本
部
及

び
本
店
本
部
の
連
絡
担
当
へ
電
話
連
絡
及
び
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
連
絡
を
行
い
，
共
有
を
実
施
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦

略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
お
り
，
発
電
所
情

報
を
把
握
す
る
た
め
の
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
入
手
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所
本
部
及
び
本
店
本
部

の
連
絡
担
当
者
へ
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
，
住
民
避
難
情
報
等

の
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
 

1
)
支
援
本
部
自
治
体
班
長
は
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
の
選
出

及
び
派
遣
指
示
が
で
き
る
。
 

  2
)
支
援
本
部
自
治
体
班
は
，
発
電
所
情
報
を
自
治
体
リ
エ

ゾ
ン
へ
提
供
で
き
る
。
 

  3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
情
報
共

有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
，
自
治
体
担
当
者
に
発
電
所
情

報
を
提
供
で
き
る
。
 

 4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
自
治
体
班
長
は
，
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
計
画
を
作
成

し
，
各
自
治
体
災
害
対
策
本
部
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
を
指
示

し
た
。
 

 2
)
支
援
本
部
自
治
体
班
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
通
報
文
，
Ｃ

Ｏ
Ｐ
等
）
を
活
用
し
，
リ
エ
ゾ
ン
に
発
電
所
情
報
を
提
供
し

た
。
 

 3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
，
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）

に
，
プ
ラ
ン
ト
の
事
故
状
況
，
事
象
進
展
予
測
等
の
発
電
所

情
報
を
提
供
し
た
。
 

4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
事

象
進
展
予
測
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
，
そ
の
場
で
速
や
か
に

回
答
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
自
治
体
班
長
は
，
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
計
画
に
基
づ
き
，
自
治
体
が
設

置
す
る
災
害
対
策
本
部
の
リ
エ
ゾ
ン
要
員
を
，
地
域
共
生
部
員
か
ら
派
遣
で

き
て
お
り
，
自
治
体
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る

と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
自
治
体
班
は
，
自
治
体
災
害
対
策
本
部
で
説
明
す
る
た
め
に
必
要

な
発
電
所
情
報
を
入
手
し
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
自
治

体
リ
エ
ゾ
ン
へ
の
発
電
所
情
報
の
提
供
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
に
発
電
所
情
報
を
提
供
で
き

て
お
り
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
対
応
者
役
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
て
お
り
，
自
治
体
か
ら
の
質

問
へ
の
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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⑥
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

地
域
共

生
部

，
本

店
）

つ
づ
き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
庶
務
班
長
は
，
支
援
要
員
の
選
出
及
び
派
遣

指
示
が
で
き
る
。
 

 2
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
の
体
調
に
配
慮
し
た
福
祉
車

両
で
の
搬
送
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
②
ａ
.
】
 

3
)
支
援
要
員
は
，
支
援
本
部
へ
の
要
配
慮
者
の
搬
送
完
了

連
絡
が
で
き
る
。
 

 

1
)
支
援
本
部
庶
務
班
長
は
，
避
難
支
援
要
請
を
受
け
，
福
祉
車

両
派
遣
計
画
を
作
成
し
，
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
要
員
の
選

出
と
派
遣
指
示
を
行
っ
た
。
 

2
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
２
名
の

体
調
に
配
慮
し
，
声
掛
け
・
気
配
り
を
し
な
が
ら
福
祉
車
両

に
て
，
搬
送
を
実
施
し
た
。
 

3
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
の
搬
送
開
始
か
ら
避
難
先
へ
搬
送

完
了
す
る
ま
で
の
間
，
適
宜
，
支
援
本
部
庶
務
班
に
活
動
状

況
を
報
告
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
庶
務
班
長
は
，
福
祉
車
両
派
遣
計
画
に
基
づ
き
，
避
難
先
へ
避
難

支
援
要
員
の
派
遣
指
示
が
で
き
て
お
り
，
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
を
行
う
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
２
名
そ
れ
ぞ
れ
の
体
調

に
配
慮
し
て
，
福
祉
車
両
で
の
搬
送
を
実
施
で
き
て
お
り
，
要
配
慮
者
の
避

難
支
援
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
支
援
要
員
は
，
支
援
本
部
庶
務
班
へ
活
動
状
況
を
適
宜
報
告
で
き
て
お
り
，

要
配
慮
者
の
搬
送
活
動
に
お
け
る
連
絡
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す

る
。
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 ＜
訓

練
２
日
目

＞
 

（
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
発
電
所
本
部
長
（
交
代
前
）
は
，
要
員
交
代
の
た
め
の
引
継
ぎ
を
行
う

場
面
に
お
い
て
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
報

告
す
る
こ
と
を
発
電
所
本
部
内
に
指
示
が
で
き
る
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行

い
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活
動
状
況
及
び
今

後
の
対
応
方
針
を
把
握
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
①
ａ
.
】
 

  3
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
可
搬
型
代
替
注
水
設
備
を
用
い
た
使
用

済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
戦
略
立
案
及
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

３
台
喪
失
後
の
事
故
収
束
対
応
戦
略
の
見
直
し
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
①
ｂ
．
】
 

   4
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
本
店
本
部
へ
提
供
で

き
る
。
 

1
)
発
電
所
本
部
長
（
交
代
前
）
は
，
要
員
交
代
の
引
継
中
に
お

い
て
プ
ラ
ン
ト
状
況
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
本
部
へ

報
告
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現

在
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の
対
応
方
針
を
共
有
し
た
。
 

   3
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
戦
略
の
立
案
・
決
定
す

る
と
と
も
に
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
全
台
停
止
を
受

け
，
常
設
代
替
高
圧
電
源
設
備
の
点
検
状
態
・
使
用
可
能
時

刻
を
確
認
し
た
う
え
で
，
可
搬
型
代
替
注
水
設
備
及
び
非
常

用
炉
心
冷
却
系
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
原
子
炉
注
水

戦
略
の
見
直
し
実
施
し
た
。
 

4
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，

進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
適

宜
本
店
本
部
に
報
告
し
た
。
 

1
)
発
電
所
本
部
長
（
交
代
前
）
は
，
引
継
ぎ
中
に
お
い
て
も
プ

ラ
ン
ト
監
視
体
制
の
維
持
を
明
確
に
指
示
で
き
て
お
り
，
引

継
ぎ
に
伴
う
対
応
が
で
き
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
交
代
時
に
実
施
し
た
情
報
の

全
体
共
有
，
各
作
業
班
で
の
個
別
引
継
ぎ
に
加
え
，
活
動
開

始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
，
交
代
し
た
発
電
所
本

部
内
で
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活

動
状
況
及
び
今
後
の
対
応
方
針
の
確
認
が
で
き
て
お
り
，
適

切
な
状
況
把
握
が
で
き
て
い
た
と
評
価
す
る
。
 

3
)
発
電
所
本
部
要
員
（
交
代
後
）
は
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
得

た
情
報
か
ら
使
用
で
き
る
機
器
を
選
択
し
，
可
搬
型
代
替
注

水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
，
可

搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
及
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
組
み
合

わ
せ
た
対
応
戦
略
を
立
案
・
決
定
で
き
て
お
り
，
想
定
事
象

に
お
け
る
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 4
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，

進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
本

店
本
部
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
本
店
本
部
と
の
情
報
共
有
対

応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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 （
２

）
そ
の
他

必
要

と
認
め

ら
れ

る
訓

練
 

①
本

部
運
営

訓
練
（

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
本
店
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行

い
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活
動
状
況
及
び

今
後
の
対
応
方
針
を
把
握
で
き
る
。
 

2
)
本
店
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
で

き
る
。
 

 3
)
本
店
本
部
（
交
代
後
）
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・

事
故
収
束
対
応
戦
略
の
評
価
が
で
き
る
。
 

 4
)
本
店
庶
務
班
（
交
代
後
）
は
，
発
電
所
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災

害
対
策
支
援
拠
点
へ
の
水
・
食
料
等
の
調
達
計
画
を
作
成
で
き
る
。
 

1
)
本
店
本
部
は
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
，
こ
れ
ま
で
の

事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の

対
応
方
針
を
把
握
し
た
。
 

2
)
本
店
本
部
は
，
社
内
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
，
発

電
所
本
部
の
発
話
か
ら
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進

展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ

Ａ
Ｌ
の
判
断
に
つ
い
て
把
握
し
た
。
 

3
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事

故
収
束
対
応
戦
略
に
つ
い
て
，
現
在
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に

お
け
る
対
応
と
し
て
適
切
か
を
評
価
し
た
。
 

4
)
本
店
庶
務
班
は
，
発
電
所
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災
害

対
策
支
援
拠
点
へ
の
水
・
食
料
等
の
調
達
に
つ
い
て
検
討

し
，
調
達
計
画
を
作
成
し
た
。
 

1
)
2)
3)
4)
本
店
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
し
，
進
展

予
測
・
戦
略
の
評
価
を
行
い
，
ま
た
，
発
電
所
本
部
及
び
原
子
力

事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
の
支
援
物
資
調
達
に
関
す
る
対
応

が
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
本
部
が
実
施
す
る
事
故
収
束
活
動

を
支
援
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ
対

応
訓
練

（
本
店

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束

対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
，
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ

ラ
ン
ト
班
と
共
有
で
き
る
。
 

   2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
変
化
時
に
お
い
て
，
情

報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
。
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
，
本
店
情
報
班
及
び
技
術
班
か
ら
伝
達
さ
れ
た
情
報

を
，
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
と
共
有
し
た
。
 

 2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
地
震
発
生
直
後
等
の
プ
ラ
ン
ト

状
況
の
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い

て
，
積
極
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
へ
情
報
発
信
し
た
。
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
，
必

要
な
情
報
に
不
足
や
遅
れ
が
な
く
，
積
極
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト

班
と
の
共
有
が
実
施
で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価

す
る
。
 

2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
変
化
時
に
お
い
て
，

情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極
的
な
情
報
発
信
が
実
施
で
き
て

お
り
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
係
る
運
用
が

定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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③
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

地
域
共

生
部

，
本

店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ

Ｌ
を
把
握
で
き
る
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
す
る
対

応
検
討
が
で
き
る
。
 

  3
)
支
援
本
部
は
，
収
集
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所

本
部
及
び
本
店
本
部
へ
共
有
で
き
る
。
 

  4
)
支
援
本
部
は
，
他
事
業
者
か
ら
の
電
源
車
融
通
に
係
る

発
電
所
へ
の
輸
送
計
画
を
作
成
で
き
る
。
 

 5
)
支
援
本
部
は
，
水
・
食
料
等
の
調
達
・
輸
送
計
画
を
作

成
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
に
よ
り
事
故
・
プ
ラ
ン
ト

の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗

状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
把
握
を
実
施
し
た
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
本
店
庶
務
班
と
連
携
し
，
最
寄
り
の
量
販
店

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
営
業
状
況
を
確
認
し
，
物
資
の

購
入
手
配
や
発
電
所
ま
で
の
運
搬
方
法
の
検
討
を
実
施
し

た
。
 

3
)
支
援
本
部
は
，
住
民
避
難
情
報
等
に
関
し
て
，
発
電
所
本
部

及
び
本
店
本
部
の
連
絡
担
当
へ
電
話
連
絡
及
び
チ
ャ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
連
絡
を
行
い
，
情
報
共
有
を
実
施
し

た
。
 

4
)
支
援
本
部
は
，
他
事
業
者
か
ら
の
電
源
車
融
通
に
係
る
発
電

所
へ
の
輸
送
計
画
を
作
成
し
，
発
電
所
庶
務
班
及
び
本
店
庶

務
班
と
共
有
し
た
。
 

5
)
支
援
本
部
は
，
水
・
食
料
等
の
調
達
・
輸
送
計
画
を
作
成

し
，
発
電
所
庶
務
班
及
び
本
店
庶
務
班
と
共
有
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦

略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
お
り
，
発
電
所
情

報
を
把
握
す
る
た
め
の
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
量
販
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
営
業
状
況
を
確
認
し
，

物
資
の
購
入
手
配
や
発
電
所
へ
の
運
搬
方
法
に
つ
い
て
対
応
を
検
討
で
き
て

お
り
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
へ
の
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

3
)
支
援
本
部
は
，
入
手
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所
本
部
及
び
本
店
本
部

の
連
絡
担
当
者
へ
共
有
で
き
て
お
り
，
住
民
避
難
情
報
等
の
共
有
を
行
う
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
 

 4
)
5)
支
援
本
部
は
，
他
事
業
者
か
ら
の
電
源
車
融
通
や
水
・
食
料
等
の
調
達
・

輸
送
計
画
を
作
成
し
，
発
電
所
庶
務
班
及
び
本
店
庶
務
班
と
共
有
で
き
て
お

り
，
発
電
所
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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③
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

本
店
，

地
域

共
生

部
）

つ
づ
き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
自
治
体
班
長
は
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
の
選
出

及
び
派
遣
指
示
が
で
き
る
。
 

  2
)
支
援
本
部
自
治
体
班
は
，
発
電
所
情
報
を
自
治
体
リ
エ

ゾ
ン
へ
提
供
で
き
る
。
 

  3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
，
自
治
体
担
当
者
に
発
電
所
情
報
を
提
供

で
き
る
。
 

 4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
自
治
体
班
長
は
，
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
及
び
原
子
力
防

災
セ
ン
タ
ー
派
遣
要
員
の
交
代
計
画
を
作
成
し
，
交
代
要
員

の
派
遣
を
指
示
し
た
。
 

 2
)
支
援
本
部
自
治
体
班
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
，
リ

エ
ゾ
ン
に
発
電
所
情
報
を
提
供
し
た
。
 

  3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
，
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）

に
，
プ
ラ
ン
ト
の
事
故
状
況
，
事
象
進
展
予
測
等
の
発
電
所

情
報
を
提
供
し
た
。
 

4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
事
象
進
展
予
測
の
問
い
合
わ
せ
に
対

し
，
そ
の
場
で
速
や
か
に
回
答
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
自
治
体
班
長
は
，
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
計
画
に
基
づ
き
，
自
治
体
が
設

置
す
る
災
害
対
策
本
部
で
の
リ
エ
ゾ
ン
要
員
を
地
域
共
生
部
員
か
ら
派
遣
で

き
て
お
り
，
自
治
体
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る

と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
自
治
体
班
は
，
自
治
体
災
害
対
策
本
部
で
説
明
す
る
た
め
に
必
要

な
発
電
所
情
報
を
入
手
し
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
自
治

体
リ
エ
ゾ
ン
へ
の
発
電
所
情
報
の
提
供
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
に
発
電
所
情
報
を
提
供
で
き

て
お
り
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
対
応
者
役
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
て
お
り
，
自
治
体
か
ら
の
質

問
へ
の
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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８．訓練の評価 

（１）総合的な評価 

   「７.訓練結果の概要及び評価」及び「８．（２）訓練目標に対する評価」より，今回想定した原子力

災害に対しても，発電所本部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が役割分担を認

識し，原子力防災組織として有効に機能することを確認した。 

また，昨年度に実施した敦賀発電所及び東海・東海第二発電所防災訓練で抽出した課題に対する改善

策の効果が確認できたことから，組織全体としての事故対応能力が向上していると評価する。 

 

（２）訓練目標に対する評価 

   今年度訓練における目的「発電所本部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が

各々の役割を認識し連携することで，原子力防災組織が有効に機能することの確認」に対し，以下のと

おり訓練目標を設定し，各訓練目標について検証項目を定め評価を行った。 

 

  【訓練目標（１）事象が長期化した場合における要員交代を想定し，交代前後の要員が各役割を遂行し

て事態対処に向けた意思決定及び基本的な事故対応ができること。】 

 主な検証項目 評 価 

①発電所本部（交代後）は，活動開始前

にブリーフィングを行い，これまでの

事故・プラント状況，現在の活動状況

及び今後の対応方針を把握できる。 

 

 

②発電所本部（交代後）は，可搬型代替

注水設備を用いた使用済燃料プールへ

の注水戦略立案及び非常用ディーゼル

発電機３台喪失後の事故収束対応戦略

の見直しができる。 

［訓練２日目：本部運営訓練（発電所）］

①発電所本部（交代後）は，交代時に実施した情報の全体共

有，各作業班での個別引継ぎに加え，活動開始前にブリー

フィングを実施し，交代した発電所本部内で，これまでの

事故・プラント状況，現在の活動状況及び今後の対応方針

の確認ができており，適切な状況把握ができていたと評価

する。 

②発電所本部要員（交代後）は，ブリーフィングで得た情報

から使用できる機器を選択し，可搬型代替注水ポンプを使

用した使用済燃料プールへの注水，可搬型代替注水ポンプ

及び非常用炉心冷却系を組み合わせた対応戦略を立案・決

定できており，想定事象における対応能力を有していると

評価する。 

 

  【訓練目標（２）住民防護に係る実動対応ができること。】 

検証項目 評 価 

自治体から住民避難行動に係る支援要

請を受けたことを想定し，原子力事業所

災害対策支援拠点の支援要員は，要配慮

者の体調に配慮した福祉車両での搬送が

できる。 

［訓練１日目：原子力事業所災害対策支

援拠点運営訓練］ 

支援要員は，要配慮者（当社社員にて模擬）２名それぞれ

の体調に配慮して，福祉車両での搬送を実施できており，要

配慮者の避難支援対応能力を有していると評価する。 
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【訓練目標（３）関係機関と連携した発電所の支援活動ができること。】 

検証項目 評 価 

自衛消防隊は，公設消防に対して以下の事

項を共有することで迅速かつ的確な消防活動

ができる。 

①自衛消防隊は，隊員の活動状況及び消火対

応の内容等を火災進展に応じ，公設消防に

適宜共有できる。 

 

②発電所本部は原子力災害が発生している状

況で環境放射線量の変化，放射性物質の放

出の可能性等について自衛消防隊現場指揮

所を通じて公設消防と共有できる。 

 ［訓練１日目：本部運営訓練（発電所）］ 

  

 

 

①発電所庶務班（自衛消防隊）は，自衛消防隊現場指揮

所と公設消防指揮所を隣接して設置し，公設消防へ情

報共有できており，速やかに情報共有を行う体制が確

立されていると評価する。 

②発電所庶務班（自衛消防隊）は，消防活動へ影響を与

える可能性がある情報を理解し，公設消防に共有でき

ており，放射線防護を踏まえた情報提供能力を有して

いると評価する。 

なお，今後の原子力災害対策に向けた改善点として，

発電所本部内に共有すべき現場対応の進捗状況の明確化

について，改善に取り組む事項を抽出した。 

（関連項目）＜９．（１）③発電所本部内に共有すべき

現場対応の進捗状況の明確化＞ 

 

【訓練目標（４）隣接事業所同時発災を踏まえた情報連携及び事故収束活動ができること。】 

検証項目 評 価 

①発電所本部は，核サ研との連絡体制確立

後，核サ研の事故状況を本部内に共有でき

る。 

 

②発電所本部は，核サ研のＭＰ指示値上昇の

情報（ＳＥ０１，ＧＥ０１）を入手した際

に，発電所のＭＰ指示値を確認すること

で，核サ研で発生した事象が発電所事故収

束活動に与える影響有無を確認できる。 

［訓練１日目：本部運営訓練（発電所）］ 

 

 

 

③本店ＥＲＣ対応班は，緊急情報を入手した

場合，機構対策本部即応センターが発話中

であっても緊急情報として直ちに割り込ん

で発話できる。 

［訓練１日目：ＥＲＣ対応訓練（本店）］ 

①発電所本部は，核サ研で発生した事故状況について，

適宜発電所本部内に共有ができていたことから，相互

連絡を行う体制が効果的に機能したと評価する。 

 

②発電所本部は，核サ研で発生したＳＥ０１，ＧＥ０１

に対して，発電所事故収束活動に与える影響有無を確

認できていたことから，実効性の高い事故収束対応能

力を有していると評価する。 

なお，今後の原子力災害対策に向けた改善点として，

原子力災害発生時における隣接事業所間の連絡体制の整

備について，改善に取り組む事項を抽出した。 

（関連項目）＜９．（１）④原子力災害発生時における

隣接事業所間の連絡体制の整備＞ 

③本店ＥＲＣ対応班は，機構対策本部即応センターが発

話中であっても，初発ＳＥ２２判断情報を緊急情報と

して直ちに割り込んで発話ができていたことから，緊

急情報入手時の発話対応が定着していると評価する。 
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（３）昨年度訓練から改善を図った事項の有効性確認 

   以下の項目について，本訓練にて検証を行った。 

①昨年度敦賀発電所防災訓練で抽出された課題に対する改善状況 

前回訓練の課題 改善策 有効性確認結果 

a.本店庶務班の情報共有

におけるルールの明確

化（本店） 

・本店庶務班と後方支援

拠点は，より積極的な

情報共有を行う必要が

ある。 

 

＜原因＞ 

・本店庶務班が直接連絡すべき事項の

整理が不足している。 

・本店庶務班と後方支援拠点との情報

共有に関するルールが明確に定まっ

ていない。 

 

＜対策＞ 

・本店庶務班が，直接連絡すべき事項

及び連絡先を整理し，ルールに反映

する。 

・上記内容を実施した上で，教育及び

訓練を行い，定着を図っていく。 

 

有効性確認方法を設定し，左記対

策の有効性を検証した。その結果以

下のとおり，本店庶務班は問題なく

対応できたことから，本対策は有効

であったと評価する。 

 

・本店庶務班は，「庶務班対応リス

ト（外部連絡先）」を活用し，定

められたタイミングで，原子力事

業者間協力協定，アライアンス，

原子力事業所災害対策支援拠点へ

の情報発信対応を適切に実施でき

た。 

b.記者会見者へ提供する

情報の充実化（本店） 

・より充実した情報（プ

レス文作成後の最新情

報）を会見者に伝達す

る方法について検討す

る必要がある。 

 

＜原因＞ 

・会見者へプレス文作成後の最新情報

を提供する仕組みが不足している。 

 

＜対策＞ 

・本部広報班は，本店情報班が作成す

る発電所情報（時系列）を記者会見

者が確認できるよう情報の提供方法

を検討する。 

・上記内容を実施した上で，教育及び

訓練を行い，定着を図っていく。 

有効性確認方法を設定し，左記対

策の有効性を検証した。その結果以

下のとおり，本店広報班は問題なく

対応できたことから，本対策は有効

であったと評価する。 

 

・本店プレスセンターは，本店情報

班が作成する発電所情報（時系

列）を確認し，発電所の最新情報

を把握できた。 
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②昨年度東海発電所・東海第二発電所防災訓練で抽出された課題に対する改善状況 

前回訓練の課題 改善策 有効性確認結果 

a.現場出動班と発電所本

部との情報連携の定着

（発電所） 

・ＲＨＲ（Ｂ）ポンプ出

口側配管からの溢水対

応で，現場実動班が発

電所本部を出動した際

は，所内電源が喪失し

ている状態であった。

その後，所内電源が復

旧したが，現場実動班

にはその情報が情報共

有されなかった。電源

状況によっては，現場

照明，仮設水中ポンプ

の電源元等対応に支障

がでるため，本部と現

場で情報共有を密にす

る必要がある。 

＜原因＞ 

・現場出動班からの進捗状況連絡はで

きていたが，発電所本部は情報の吸

上げのみ行い，プラント状況の変化

による現場への影響について考慮で

きなかった。 

 

＜対策＞ 

・現場指揮者はプラント状況について

積極的に情報収集を行うとともに，

本部連絡者も要求の有無に係わらず

プラント状況の情報発信を行う内容

を定めルール化する。 

 

有効性確認方法を設定し，左記対

策の有効性を検証した。その結果以

下のとおり，発電所本部，水源確保

指揮者（屋外作業班）及び班長（屋

内作業班）は問題なく対応できたこ

とから，本対策は有効であったと評

価する。 

 

・発電所本部，水源確保責任者（屋

外作業班）及び班長（屋内作業

班）は，手順書（案）に従いプラ

ント状況変化の都度，必要な情報

共有ができており，改善策が有効

に機能していると評価する。 

 

 

９．今後の原子力災害対策に向けた改善点 

（１）訓練において抽出した改善に取り組む事項 

本訓練において，以下の改善に取り組む事項を抽出した。 

  ①ＥＡＬ判断フローの記載の充実化【本店】 

課題 原因 改善内容 

・判断根拠を踏まえたＥ

ＡＬ判断説明を実施で

きるようにするため，

ＥＡＬ判断フローの記

載を充実する必要があ

る。 

 

・ＥＲＣ対応班スピーカは，判断

根拠を踏まえたＥＡＬ判断説明を

する必要性を理解していたもの

の，初めてのスピーカ対応という

こともあり，初発ＧＥについて

は，速やかに報告することへの意

識が強く働き，判断根拠を踏まえ

た説明が不足した。 

 

・ＥＡＬ判断説明時において，経験

の有無に係わらず，判断根拠を抜

けなく説明できるようにするた

め，ＥＡＬ判断フローに関連機器

の記載を追加する。 
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  ②設計基準事故を超える事象（徴候ベース）に係る対応フローの備付資料への追加【本店】 

課題 原因 改善内容 

・設計基準事故を超える

事象（徴候ベース）が

発生した際に，速やか

に今後の対応手順を説

明できるよう情報共有

ツールを整備しておく

必要がある。 

 

・ＥＲＣ対応班スピーカは，高圧

注水機能喪失事象発生後速やか

に，ＣＯＰ（系統概略図）を用い

て対応設備を説明したものの，使

用中の設備が故障した場合の今後

の対応手順については，備付資料

に整備されておらず，かつ戦略シ

ートも作成中だったため，口頭の

みの説明となった。 

 

・設計基準事故を超える事象（徴候

ベース）発生時において，戦略シ

ート作成中でも，今後の対応手順

の説明ができるようにするため，

対応フローを備付資料に追加す

る。 

  ③発電所本部内に共有すべき現場対応の進捗状況の明確化【発電所】 

課題 原因 改善内容 

・発電所各機能班は，現

場対応の進捗状況につ

いて，発電所本部内に

共有する必要がある。 

 

・発電所本部内に共有すべき進捗

状況が明確化されていなかったた

め，現場指揮所から連絡受けた発

電所庶務班員次第で，本部内に共

有される情報に違いがあった。 

 

・発電所本部内に共有すべき現場対

応の進捗状況を整理し，社内マニ

ュアルに定め，教育・訓練にて，

定着を図る。 

④原子力災害発生時における隣接事業所間の連絡体制の整備【発電所】 

課題 原因 改善内容 

・他事業所の事故の影響

を踏まえ，実効性の高

い事故収束活動を行う

ために，原子力災害発

生時における隣接事業

所間の連絡体制を整備

しておく必要がある。 

 

・隣接事業所同時発災を想定した

訓練は，今回が初めての取り組み

であったため，事業所間で互いに

発災情報を共有する体制整備の必

要性が顕在化した。 

 

・東海地域の原子力事業所間におい

て，原子力災害発生時に相互の発災

情報を共有できるよう，連絡体制

（通報文の発信・連絡窓口の設置）

を整備する。 
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（２）更なる改善として取り組む事項 

本訓練において，以下の更なる改善に取り組む事項を抽出した。 

  ①同一地域複数事業所同時発災時におけるＥＲＣ対応班の発話ルールの明確化         

良好事例 背景 展開内容 

・緊急の割り込みが適切に行われ

ていた。 

（例：１４時１２分頃，ＪＡＥＡ

が説明中のところ，ＳＥ判断の

割り込みを実施。） 

・今回，同一地域複数事業所同時

発災を想定した訓練は，初めて

の取り組みであったことから，

ＥＲＣ対応班に対して，発話ル

ールの勉強会を実施した。 

 

・隣接事業所同時発災時におけ

る，ＥＲＣ対応班の発話ルール

を整備し，本店本部ルール集に

追加する。 

・ＥＲＣプラント班への発話ルー

ル，発話対応について，共通認

識を図るため，ＪＡＥＡとの情

報共有を継続的に実施してい

く。 

・ＰＰ事案発生時におけるＥＲＣ

対応班スピーカの発話能力向

上を図るため，ＰＰ部門にも本

良好事例を展開する。 

 

②受け手の理解を促すためのプレス公表文の構成の標準化 

良好事例 背景 展開内容 

・広報リエゾンから受領する原

電対外公表資料は，想定問答

集を含め，分かり易くまとま

っていた。 

・発電所広報班は，本店広報班

と連携し，受け手が現在のプ

ラント状況が分かり易くなる

ように，項目ごと（除熱／冷

却／電源／ＳＦＰ）にプラン

ト状況を記載したプレス公表

文を作成した。 

 

・今回の作成内容を標準化する

よう広報班のマニュアルへ反

映する。 

・敦賀発電所 広報関係者へ本良

好事例を共有しプレス公表文

の構成への展開を図る。 
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≪東海発電所２部≫ 

１．訓練の確認項目 

（１）訓練目的 

本訓練は，東海発電所原子力事業者防災業務計画に基づき，原子力災害発生時において，発電所本

部，本店本部が各々の役割を認識し連携することで，原子力防災組織が有効に機能することの確認を目

的とする。 

 

（２）訓練目標及び主な検証項目 

①発電所本部は，正確な通報文を作成し確実に通報文の発信ができる。 

＜主な検証項目＞ 

ａ．発電所情報班は，通報文に誤記，記載漏れがなく通報文の発信ができる。なお，誤記があっ

た場合は，訂正報を発信できる。 

ｂ．発電所情報班は，順次一斉送信ＦＡＸの不具合，ＩＰ－ＦＡＸの不具合が発生した場合で

も，衛星ＦＡＸを使用して通報文を発信することができる。 

 [通報連絡訓練（発電所）] 

②本店ＥＲＣ対応班は，プラントの状況，進展予測，事故収束対応戦略，戦略の進捗状況等につい

て，必要な情報に不足や遅れがなく，積極的にＥＲＣプラント班（当社社員にて模擬）と共有で

きる。 

＜主な検証項目＞ 

ａ．ＳＥ０４，ＧＥ０４該当の蓋然性があることの根拠を踏まえた説明ができる。また，ＳＥ０

５，ＧＥ０５該当の蓋然性がないことの根拠を踏まえた説明ができる。 

[ＥＲＣ対応訓練（本店）] 

 

２．実施日時及び対象施設 

（１）実施日時 

【第２部訓練】 

２０２４年 ３月 ８日（金） １３時２０分 ～ １４時５０分 

 

（２）対象施設 

東海発電所 
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３．実施体制，評価体制及び訓練参加人数 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

当社社員（発電所社員，本店社員）より選任した社内評価者が「６．防災訓練の内容」の項目ごとに，

第三者の視点から手順の検証及び対応の実効性について評価し，改善点の抽出を行う。 

 

（３）訓練参加人数：６２名  

 ２部訓練 

東海発電所 
５２名 

（評価者４名，コントローラ４名を含む） 

即応センター 

（本 店） 

１０名 

（評価者１名，コントローラ３名，模擬ＥＲＣ役１名を含む） 

 

４．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

今回の訓練は，平日の通常勤務時間帯に自然災害（地震）を起因事象とする原子力災害の発生を想定した。 

（１）プラント運転状況 

廃止措置中 

 

（２）訓練想定 

Ｌ１輸送容器構内運搬中（管理区域外）において，地震（東海村震度６弱）の影響を受け，Ｌ１輸送

容器運搬車が横転し，漏えいした車両の走行用燃料に引火したことにより火災，負傷者が発生する事象

を想定した。また，Ｌ１輸送容器の遮へい物が損傷したことにより管理区域外で放射線が検出され，原

災法第１５条に該当する原子力災害が発生する事象を想定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 統合原子力防災ネットワーク接続 
※2 原子力事業者防災業務計画に定める通報 
※3 地震起因のため，東海第二発電所の災害対策本部も設置

東海発電所・ 

東海第二発電所※3 

災害対策本部 

原子力規制庁ＥＲＣ 

（模擬） 

※2（模擬）

情報連絡

本店総合災害対策本部 

（本店ＥＲＣ対応班） 

情報共有 ※1（模擬）
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（３）事象概要 

時 刻 事   象 

発災前 原子炉解体に伴う放射性固体廃棄物（Ｌ１輸送容器）構内運搬中 

13:20 地震発生（東海村震度６弱，津波のおそれなし） 

13:26 Ｌ１輸送容器構内運搬中のトレーラが陥没穴に落下し横転。 

13:28 人身災害発生（３名，うち１名は重傷） 

13:30 

救護班出動 

輸送容器の線量評価のため放射線管理班員が出動 

Ｌ１輸送容器内容物が東海発電所制御棒と判明，最大表面線量率９.９Ｓｖ／ｈ 

13:33 横転したトレーラより漏出した燃料に引火し火災発生 

13:34 自衛消防隊出動指示 

13:37 ３号補助ボイラ建屋横で環境放射線:０．０６μＳｖ／ｈ 

13:40 訓練開始 

13:40 横転したトラック周辺の線量率：輸送容器から１０ｍ離れた位置で１０μＳｖ／ｈ 

13:44 【警戒事態該当事象発生連絡後の状況連絡】※1（第 1報 FAX 13:44） 

13:50 
【特定事象の発生①】※2（SE04 判断 13:50 第 2 報 FAX13:58） 

SE04：火災爆発等による管理区域外での放射線の放出 

13:54 自衛消防隊の消防車による消火活動開始 

14:05 火災鎮圧確認 

14:08 【原災法第 25 条報告①】※3（第 3 報 FAX 14:10） 

14:10 横転したトラック周辺の線量率：輸送容器から１５ｍ離れた位置で２５μＳｖ／ｈ 

14:12 【特定事象の発生①】※2（第 2 報訂正報 第 4 報 FAX14:12） 

14:11 
【特定事象の発生②】※2（GE04 判断 14:11 第 5 報 FAX14:17） 

GE04：火災爆発等による管理区域外での放射線の異常放出 

14:50 訓練終了 

※1 警戒事態該当事象発生連絡後の状況連絡：第 1 報（コントローラより通報文を付与した。） 

※2 特定事象発生通報（原子炉施設）：第 2，4，5 報 

※3 応急措置の概要（原子炉施設）：第 3 報 

 

５．防災訓練の項目 

要素訓練 
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６．防災訓練の内容 

自然災害を起因事象とした原子力災害を想定し，原子力防災体制を発令するとともに，原子力防災要員

を非常招集し，原子力災害対策活動を実施した。 

訓練の進行については，訓練コントローラからの状況付与にて訓練を実施した。 

なお，以下の項目について，「シナリオ非提示」にて実施した。 

（１）本部運営訓練（発電所） 

（２）通報連絡訓練（発電所） 

（３）その他必要と認められる訓練 

①ＥＲＣ対応訓練（本店）
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 ７
．

訓
練
結

果
の
概

要
及
び

評
価

 

（
１

）
本
部

運
営
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
把
握
で

き
る
。
 

  2
)
発
電
所
廃
止
措
置
班
は
，
事
故
の
状
況
か
ら
，
進
展
予
測
，
事

故
収
束
対
応
戦
略
の
立
案
・
決
定
が
で
き
る
。
 

  3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
の
状
況
か
ら
，
遅
滞
な
く
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
判

断
で
き
る
。
 

 4
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応

戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
情
報
を
本
店
本
部
へ

提
供
で
き
る
。
 

 

1
)
発
電
所
本
部
は
，
各
機
能
班
か
ら
の
報
告
及
び
情
報
共
有
ツ
ー
ル

（
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
，
事
故
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗

状
況
を
把
握
し
た
。
 

 2
)
発
電
所
廃
止
措
置
班
は
，
事
故
状
況
を
踏
ま
え
，
戦
略
シ
ー
ト
を

用
い
て
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
を
立
案
し
，
本
部
内
で
確

認
し
た
上
で
戦
略
を
決
定
し
た
。
 

 3
)
発
電
所
本
部
は
，
放
射
線
管
理
班
か
ら
の
進
言
及
び
事
故
状
況
か

ら
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
事
象
（
Ｓ
Ｅ
０
４
，
Ｇ
Ｅ
０
４
）
の
確
認
及
び
判
断

を
実
施
し
た
。
 

4
)
発
電
所
本
部
は
，
本
部
内
で
共
有
し
た
事
故
状
況
，
進
展
予
測
，

事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
状
況
を
チ

ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
及
び
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
本
店
本
部

へ
提
供
し
 

1
)
発
電
所
本
部
は
，
各
機
能
班
か
ら
の
報
告
及
び
情
報
共
有
ツ

ー
ル
を
活
用
し
，
事
故
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
把
握

で
き
て
お
り
，
事
故
状
況
，
戦
略
進
捗
を
確
実
に
把
握
す
る

能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
発
電
所
廃
止
措
置
班
は
，
事
故
状
況
を
踏
ま
え
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
を
立
案
，
決
定
で
き
て
お
り
，
戦

略
立
案
，
決
定
に
係
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
状
況
か
ら
遅
滞
な
く
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
判
断

で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
に
係
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る

と
評
価
す
る
。
 

4
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対

応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
情
報
を
本
店
本

部
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
本
店
本
部
と
の
情
報
共
有
対
応
が

定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

 

 
 

  

   

 

34



 （
２

）
通
報

連
絡
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
情
報
班
は
，
通
報
文
に
誤
記
，
記
載
漏
れ
が
な
く
通
報

文
の
発
信
が
で
き
る
。
な
お
，
誤
記
が
あ
っ
た
場
合
は
，
訂
正

報
を
発
信
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
（
２
）
①
ａ
．
】

2
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
及
び
特
定

事
象
発
生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
は
１
５
分
以
内
に
通
報
で
き

る
。
ま
た
，
通
報
に
伴
う
着
信
確
認
が
で
き
る
。
 

  3
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡

及
び
応
急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
は
，
３
０
分
（
基

準
）
の
間
隔
で
報
告
で
き
る
。
ま
た
，
報
告
に
伴
う
着
信
確
認

が
で
き
る
。
 

4
)
発
電
所
情
報
班
は
，
順
次
一
斉
送
信
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
不
具
合
，
Ｉ
Ｐ
 

－
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
で
も
，
衛
星
Ｆ
Ａ
Ｘ
を

使
用
し
て
通
報
文
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
（
２
）
①
ｂ
．
】

 

1
)
発
電
所
情
報
班
は
，
班
内
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
通
報
文

を
発
信
し
た
が
，
第
２
報
の
情
報
（
地
震
計
の
観
測
日
時
）
に
誤

記
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
訂
正
報
（
第
４
報
）
を
行
っ
た
。
 

 2
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
及
び
特
定
事

象
発
生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
を
作
成
し
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報

を
実
施
し
た
結
果
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
か
ら
通
報
ま
で
に
要
し
た
時
間

は
最
大
５
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
通
報
後
に
連
絡
先
に
対
し
て
着

信
確
認
を
実
施
し
た
。
 

3
)
発
電
所
情
報
班
は
，
応
急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
を
作
成

し
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
報
告
を
実
施
し
た
結
果
，
応
急
措
置
の
概
要

（
原
子
炉
施
設
）
の
間
隔
は
最
大
で
２
６
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
，

報
告
後
に
連
絡
先
に
対
し
て
着
信
確
認
を
実
施
し
た
。
 

4
)
発
電
所
情
報
班
は
，
一
斉
送
信
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
不
具
合
が
発
生
し
た
こ

と
を
確
認
し
，
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
用
い
て
通
報
文
を
発
信
し
た
。

そ
の
後
，
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
不
具
合
が
発
生
し
た
こ
と
を
確
認

し
，
衛
星
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
用
い
て
通
報
文
を
発
信
し
た
。
 

1
)
2)
3)
発
電
所
情
報
班
は
，
「
発
電
所
対
策
本
部
等
職
務
手
引

書
（
情
報
班
）
」
に
従
い
，
以
下
の
事
項
が
問
題
な
く
実
施

で
き
て
お
り
通
報
連
絡
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

・
誤
記
に
対
し
て
，
訂
正
報
を
発
信
で
き
た
 

・
特
定
事
象
発
生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
が
目
標
時
間
内
で
実

施
で
き
た
 

・
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
及
び
応
急
措
置
の

概
要
（
原
子
炉
施
設
）
が
概
ね
基
準
時
間
で
実
施
で
き
た
 

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
，
連
絡
先
に
対
し
て
着
信
確
認
を
実
施
で
き

た
 

  4
)
発
電
所
情
報
班
は
，
順
次
一
斉
送
信
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
不
具
合
，
Ｉ

Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
で
も
，
予
め
定
め

ら
れ
た
優
先
順
位
に
従
い
通
報
文
を
発
信
で
き
て
お
り
，
不

具
合
発
生
時
の
通
報
連
絡
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
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 （
３

）
そ
の

他
必
要

と
認
め

ら
れ

る
訓

練
 

①
Ｅ

Ｒ
Ｃ
対

応
訓
練

（
本
店

）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
初
動
対
応
時
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
時
，
事

故
状
況
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極

的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
。
 

  2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
Ｓ
Ｅ
０
４
，
Ｇ
Ｅ
０
４
該
当
の
蓋
然

性
が
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
踏
ま
え
た
説
明
が
で
き
る
。
ま
た
，

Ｓ
Ｅ
０
５
，
Ｇ
Ｅ
０
５
該
当
の
蓋
然
性
が
な
い
こ
と
の
根
拠
を

踏
ま
え
た
説
明
が
で
き
る
。
 【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
③
】
 

 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
火
災
発
生
場
所
，
放
射
線
量
測
定
箇
所

や
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
，
本
店
情
報
班
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

か
ら
の
情
報
付
与
）
か
ら
伝
達
さ
れ
た
情
報
（
備
付
資
料
）
を
速

や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
共
有
し
た
。
 

 2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
Ｓ
Ｅ
０
４
，
Ｇ
Ｅ
０
４
判
断
時
に
お
い

て
，
備
付
資
料
を
活
用
し
，
そ
の
判
断
根
拠
と
Ｓ
Ｅ
０
５
，
Ｇ
Ｅ

０
５
の
蓋
然
性
が
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
 

   

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
備
付
資
料
を
活
用
し
，
必
要
な
情

報
に
不
足
や
遅
れ
が
な
く
，
積
極
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

と
の
共
有
が
実
施
で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る

と
評
価
す
る
。
 

2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
備
え
付
け
資
料
を
活
用
し
て
Ｓ
Ｅ

０
４
，
Ｇ
Ｅ
０
４
該
当
の
判
断
根
拠
及
び
Ｓ
Ｅ
０
５
，
Ｇ
Ｅ

０
５
該
当
の
蓋
然
性
が
な
い
こ
と
の
判
断
根
拠
を
踏
ま
え
た

説
明
が
で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
情
報
共
有

対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

1
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
の
招
集
に
対
し
て
速
や
か

に
参
集
で
き
る
。
 
 

2
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予

測
，
事
故
収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
で
き
る
。
 
 

 

1
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
の
招
集
に
対
し
て
速
や
か
に

参
集
し
た
。
 
 

2
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予

測
，
事
故
収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
し
た
。
 
 

 

1
)
2)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
に
際
し
て
，
速
や
か

に
参
集
し
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予
測
，
事
故

収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
で
き
て
お
り
た
こ
と
か
ら
，
組
織

の
代
表
と
し
て
の
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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８．訓練の評価 

（１）総合的な評価 

「７.訓練結果の概要及び評価」及び「８．（２）訓練目標に対する評価」より，今回想定した原子力

災害に対しても，発電所本部，本店本部が役割分担を認識し，原子力防災組織として有効に機能するこ

とを確認した。組織全体としての事故対応能力が維持されていると評価する。 

 

（２）訓練目標に対する評価 

今年度訓練における目的「発電所本部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が

各々の役割を認識し連携することで，原子力防災組織が有効に機能することの確認」に対し，以下のと

おり訓練目標を設定し，各訓練目標について検証項目を定め評価を行った。 

 

【訓練目標①：発電所情報班は，正確な通報文を作成し確実に通報文の発信ができる。】 

検証項目 評 価 

ａ．発電所情報班は，通報

文に誤記，記載漏れがな

く通報文の発信ができ

る。なお，誤記があった

場合は，訂正報が確実に

行われている。 

発電所情報班は，通報文の誤記，記載漏れがないことを確認して通報文の発信を

行ったが，第２報の情報（地震）に誤記があることを確認し，訂正報（第 4 報）を

行うことができたことから，通報連絡対応が定着していると評価する。 

 

 

ｂ．発電所情報班は，順次

一斉送信ＦＡＸの不具

合，ＩＰ－ＦＡＸの不具

合が発生した場合でも，

衛星ＦＡＸを使用して通

報文を発信することがで

きる。 

発電所情報班は，順次，一斉ＦＡＸの不具合，ＩＰ－ＦＡＸの不具合が発生した

場合でも，予め定められた優先順位に従い通報文を発信できており，不具合発生時

の通報連絡対応が定着していると評価する。 

 

 

 

【訓練目標②：本店ＥＲＣ対応班は，プラントの状況，進展予測，事故収束対応戦略，戦略の進捗状況

等について，必要な情報に不足や遅れがなく，積極的にＥＲＣプラント班（当社社員に

て模擬）と共有できる。】 

検証項目 評 価 

ａ．ＳＥ０４，ＧＥ０４該

当の蓋然性があることの

根拠を踏まえた説明がで

きる。また，ＳＥ０５，

ＧＥ０５該当の蓋然性が

ないことの根拠を踏まえ

た説明ができる。 

本店ＥＲＣ対応班は，備え付け資料を活用してＳＥ０４，ＧＥ０４該当の判断根

拠及びＳＥ０５，ＧＥ０５該当の蓋然性がないことの判断根拠を踏まえた説明がで

きており，ＥＲＣプラント班との情報共有対応が定着していると評価する。 

 

以 上 
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1 

防災訓練（要素訓練）の結果の概要 

 

１．訓練の目的 

原子力災害発生時における緊急時対応に係る技能の定着・向上を図るとともに，あらかじ

め定めた緊急時対応に係る各種機能が有効に機能することを確認するため，緊急時に備えた

各種対応に係る要素訓練を実施した。 

２．実施日及び対象施設 

（１）実施日 

２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日 

（２）対象施設 

 東海発電所（全て東海第二発電所と共通の訓練を実施） 

３．東海発電所実施体制，評価体制及び参加人数 

（１）実施体制 

訓練ごとに実施責任者を設け，実施担当者が訓練を実施した。 

詳細は，「添付資料」のとおり。 

（２）評価体制 

定められた手順どおりに訓練が実施されたかを実施責任者が評価した。 

（３）参加人数 

「添付資料」のとおり。 

４．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

【発電所】 

（１）本部運営訓練 

地震により原子力災害対策特別措置法（以下，「原災法」という。）第１０条事象に至る

事象等を想定 

（２）通報連絡訓練 

地震，火災及び原災法第１０条事象に至る事象等，対外通報連絡が必要となる事象を想

定 

（３）緊急時環境モニタリング訓練 

放射性物質の放出により，敷地内外の空間放射線量率又は，空気中の放射性物質濃度が

上昇,若しくはその恐れがある状態を想定 

（４）原子力災害医療訓練 

管理区域内で負傷者が発生したことを想定 

（５）その他必要と認められる訓練 

①原子力緊急事態支援組織対応訓練 

高放射線環境下となり，遠隔操作が可能な装置（小型ロボット等）による対応が必要

になったことを想定 

 

 

別紙２
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【本店】 

（６）その他必要と認められる訓練 

①原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練 

発電所にて原災法第１０条該当事象が発生し，原子力事業所災害対策支援拠点が選定

されたことを想定 

②本部運営訓練 

発電所にて原災法第１０条該当事象が発生し，本店本部の設置が必要になったことを

想定 

５．防災訓練の項目 

要素訓練 

６．防災訓練の内容 

【発電所】 

（１）本部運営訓練 

（２）通報連絡訓練 

（３）緊急時環境モニタリング訓練 

（４）原子力災害医療訓練 

（５）その他必要と認められる訓練 

①原子力緊急事態支援組織対応訓練 

 

【本店】 

（６）その他必要と認められる訓練 

①原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練 

②本部運営訓練 

７．訓練結果の概要（「添付資料」参照） 

【発電所】 

（１）本部運営訓練 

地震による，原災法第１０条事象に至る事象等を想定し，発電所本部の設置運営として，

各機能班の参集，事故収束戦略の立案及び本店本部とのプラント情報等の共有を実施した。 

（２）通報連絡訓練 

発電所内での地震，火災，原災法第１０条事象に至る事象等を想定し，自治体他関係各

所への通報連絡（模擬通報連絡を含む）対応を実施した。 

（３）緊急時環境モニタリング訓練 

敷地内外の空間放射線量率又は，空気中の放射性物質濃度が上昇，若しくはその恐れが

ある状態を想定し，原子力防災要員が，発電所敷地内及び敷地境界付近においてモニタリ

ングカーを用いた敷地内外の空間放射線量率並びに空気中ヨウ素濃度の測定を行い，線

量，放射性物質影響範囲の評価を実施した。 
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（４）原子力災害医療訓練 

管理区域内で負傷者が発生したことを想定し，負傷者搬出，汚染サーベイ及び応急処置

等の対応を実施した。 

発電所で保有している担架，止血帯等の医療器具の取扱い及び傷病者の搬送訓練を実施

した。 

（５）その他必要と見受けられる訓練 

①原子力緊急事態支援組織対応訓練 

・遠隔操作ロボットの操作（走行，模擬試料採取操作，障害物除去等）について実操作訓

練を実施した。 

・無線ヘリ（ドローン）の操作（ホバリング，移動，旋回，空撮等）について実操作訓練

を実施した。 

 

【本店】 

（６）その他必要と認められる訓練 

①原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練 

発電所での原災法第１０条該当事象等の発生を想定し，原子力事業所災害対策支援拠

点の設置運営として，各機能班の参集から発電所支援活動の実施及び発電所情報の収集

活動を実施した。 

②本部運営訓練 

発電所での原災法第１０条該当事象等の発生を想定し，本店本部の設置運営として，

各機能班の参集から発電所支援活動の実施及び発電所情報の収集活動を実施した。 

８．訓練の評価 

 要素訓練について，定められた手順どおりに訓練が実施されていることを確認した。 

訓練ごとの評価結果は，「添付資料」のとおり。 

９．今後の原子力災害対策に向けた改善点 

要素訓練で抽出された改善点及び今後に向けた改善点は，「添付資料」のとおり。 

10．添付資料 

   防災訓練（要素訓練）の概要 
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